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例 言

１．本書は、石川県金沢市寺中町・畝田西４丁目・桂町に所在する事業名称木曳野遺跡群（寺中B遺

跡、桂町南遺跡、畝田・寺中遺跡）の発掘調査報告のうち、平成１５年に実施した畝田・寺中遺跡

の調査の一部について報告するものである。

２．木曳野遺跡群は金沢市区画整理事業に伴い、金沢市木曳野土地区画整理組合の依頼で、金沢市埋

蔵文化財センターが調査を実施した。発掘調査期間は平成１４年度から平成１６年度である。

３．発掘調査に関する事務は木曳野土地区画整理組合と金沢市が委託契約を締結し、予算の執行、法

規関係の事務は金沢市埋蔵文化財センターが行った。

４．発掘調査にあたっては金沢市埋蔵文化財調査委員会（委員長 橋本澄夫氏、委員 垣田修児氏、

滋井真氏、谷内尾晋司氏、敬称略・５０音順）の指導の下で、出越茂和、谷口宗治、新出敬子、庄

田知充、向井裕知が担当した。本書の執筆・編集は新出が、遺物の写真撮影は景山和也が行った。

５．本書の指示は以下のとおりである。

①方位は全て座標北で国土座標第�系に準拠する。水平基準は海抜高で単位は（m）である。
②遺構図、遺物図の縮尺は原則としてスケールを付した。

③図化については株式会社太陽測地社、株式会社セビアスの協力を得た。

④遺物実測図の凡例は下記のとおりである。

○遺構略記号は、SA：柵列 SD：溝 SE：井戸 SK：土坑 P：ピット ST：竪穴状遺構

SX：その他遺構

○図版内の遺物番号は観察表および巻末の写真図版のそれと一致する。

○土器実測図の断面が黒色のものは須恵器を示し、その他のものは白抜きで示した。また、実

測図内外面の目の粗い網掛けは黒色処理を、細かいものは赤彩処理を示している。

○遺物観察表については以下のとおり。

・計測値の単位は（㎜）（g）を最小単位としている。

・「番号」欄は遺物の個別番号を現し、図版内に示した遺物番号と一致する。

・「器種」欄には土器の材質および種類を判明する範囲で記載している。

・「遺存度」欄には復元する際に利用した部位とその遺存率を記してある。

・「実測番号」欄は遺物図の実測者の通し番号で、保管する遺物・実測図のそれと一致する。

６．発掘調査で出土した遺物、作成した図面、写真台帳等はすべて金沢市埋蔵文化財センターで一括

保存している。
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第１章 報告の経緯

第１節 はじめに
本報告書は木曳野土地区画整理事業に伴う発掘調査の成果を報告するものである。調査は平成１４年

～平成１６年までの３カ年を要し、調査面積は約２万３千㎡に及ぶ。調査対象となった遺跡は寺中B遺

跡、畝田・寺中遺跡、桂・寺中遺跡、桂町南遺跡の４遺跡である。これらを総称し木曳野遺跡群とし

ている。

これまでに４冊の報告書を刊行しており、今回は第５分冊目となる。これまでに刊行した報告書に

ついては下記のとおりである。本書では２００６年３月に刊行された金沢市文化財紀要２３１ 『寺中B遺

跡� 桂町南遺跡� 畝田・寺中遺跡� 木曳野遺跡群�』を第１分冊とし、以下金沢市文化財紀要
２３９を第２分冊、金沢市文化財紀要２４９を第３分冊、金沢市文化財紀要２５９を第４分冊と呼ぶ。

なお、遺跡確認調査および詳細な調査に至る経緯と経過については第１分冊を参照していただきた

い。また、遺構については第１分冊で報告済であり今回も報告済の遺構番号を使用するが、追加や変

更のあるものについてはその都度、文中で表記する。

第１表 木曳野遺跡群における発掘調査と報告書刊行の経緯

年次 遺跡名 発掘期間 原因 面積 担当者 報告書 備考

平成１４年度
（２００２年）

寺中B遺跡
桂・寺中遺跡

２００２．６．３～

２００３．３．３１
区画整理 約６，６００㎡ 谷口（宗）

H１８．３刊行
報告完了

H１９．３刊行

平成１５年度
（２００３年）

畝田・寺中遺跡
桂町南遺跡

２００３．６．２～

２００３．１１．２８
区画整理 約８，９００㎡

出越
谷口（宗）
新出
向井

H１８．３刊行

桂町南のみ報告完了

H２０．３刊行

H２２．３刊行

本書

平成１６年度
（２００４年）

畝田・寺中遺跡
桂町南遺跡

２００４．５．２～

２００４．１０．２９
区画整理 約７，５００㎡

谷口（宗）
新出
庄田

H１８．３刊行
桂町南のみ報告完了

H２０．３刊行

（刊行済の報告書）
『寺中B遺跡� 桂町南遺跡� 畝田・寺中遺跡� 木曳野遺跡群�』 金沢市文化財紀要２３１金沢市２００６年
『寺中B遺跡� 畝田・寺中遺跡	 木曳野遺跡群
』 金沢市文化財紀要２３９金沢市２００７年
『桂町南遺跡
 畝田・寺中遺跡� 木曳野遺跡群�』 金沢市文化財紀要２４９金沢市２００８年
『畝田・寺中遺跡� 木曳野遺跡群	』 金沢市文化財紀要２５９金沢市２０１０年

第２節 報告範囲について
今回は主に平成１５年度に調査を行った、畝田・寺中遺跡の２区の一部および３区を報告する。（第

２図）

２区および３区とは、木曳野土地区画整理地内の南北に走る都市計画道路を南から北にかけて主幹

線１～４区と便宜上区分した調査区の一部分のことである。第１分冊で報告した航空測量図面では２

区は図版�４６・４７・５２・５３・５７・５８・６４で３区は図版�２４・３５・４０・４６に該当する。
掲載内容としては第４分冊で報告しきれなかった墨書土器（２区と３区の一部、１区および４区出

土の墨書土器も含む）と、３区の調査成果が主となる。

－１－



第１図 調査範囲図

４区

３区

２区

１区

第２図 事業位置図
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第２章 遺構と遺物

第１節 建物関連遺構
３区では掘立柱建物の柱穴と考えられる遺構が３棟みつかっているが、いずれも調査区の端にある

ため建物となるか判明しなかった。そのため SB（掘立柱建物）とせず SA（柵列）として報告する。

ST２０１（遺構図第１分冊P１１０図版�３５、第３図）
３区中央西端で検出した。規模が小さいため竪穴建物ではない可能性があるため竪穴状遺構とした。

平面形は方形で、規模は２m×２mである。方向は東辺で見ると北に対して約１５度西に傾く。遺構面

からの深さは１１㎝と浅い。

出土遺物は図化できなかったが、古墳時代初頭と考えられる壺・甕類の細片が多数出土している。

SA５１０（遺構図第１分冊P１１０図版�３５、第３図）
３区中央西端で検出した。規模は南北２間ある。柱間距離は南北が約２．３mである。方向は北に対

して約１４度西に傾いている。柱穴は遺構番号が付けられていないため北から PA、PB、P２１５aとする。

PAは長径約１１４㎝、短径約８９㎝、深さ約５０㎝で平面形は不定形を呈する。礎板が出土した。PBは長

径約９２㎝、短径約６８㎝、深さ約３２㎝で平面形は不定形を呈する。P２１５aは長径約８０㎝、短径約６８㎝、

深さ約４３㎝で平面形は不定形を呈する。出土遺物は土師器細片が４点出土した。

SA５１１（遺構図第１分冊P１１０図版�３５、第３図）
３区中央西端で検出した。規模は南北１間、東西２間ある。柱間距離は南北が約２．９mで東西が約１．９

mである。方向は北に対して約４５度東に傾いている。柱穴は遺構番号がないため、北から PA、PC、

PDとし、西端で検出した東西方向の柱穴は PEとする。PAは SA５１０と共有する。PCは長径約６１㎝、

短径約４５㎝、深さ約３２㎝で平面形は不定形を呈する。礎板が出土している。PDは長径が約４９㎝、短

径が約３８㎝、深さが約４７㎝で平面形は楕円形を呈する。PEは調査区外に柱穴がかかるので平面形は

不明である。検出した範囲では長径約４１㎝、短径約３５㎝、深さ約３７㎝である。出土遺物はない。

SA５１２（遺構図第１分冊P１１０図版�３５、第３図）
３区中央西端で検出した。規模は南北２間ある。柱間距離は南北が約２mで方向は北に対して約３７

度西に傾く。柱穴は北から SK２２３、P２１２a、P 211 とする。SK２２３は長径が約７２㎝、短径が約７０㎝、深

さが約６７㎝で平面形は不定形である。出土遺物はない。P２１２aは長径が約７０㎝、短径が約６９㎝、深さ

が約６５㎝で平面形はほぼ正円形である。出土遺物は土師器の甕の胴部と思われる細片が１点と、判別

不可能な土師器片が３点出土している。P 211 は長径が約７５㎝、短径が約７０㎝、深さが約５７㎝で平面

形は楕円形である。出土遺物はない。

第２節 井戸
SE２０１（遺構図第１分冊P１２０図版�４０、第４図、遺物実測図第７・３８図）
３区の中央西よりで検出した。平面形は楕円形を呈する。規模は長径２６４㎝、短径２２６㎝、深さ１０３㎝で

ある。当初 SK２０２として掘削を進めていたが、SE２０１と変更した。断面図は作図用壁面が冠水により崩落

－３－



したため作成できなかった。井戸枠は検出していない。出土遺物は、５のロクロ製土師器甕と６の非ロク

ロ製土師器甕、７・８の須恵器坏である。この他、長頸瓶の頸部や土師器細片、４６４と４６５の端部をと

がらせた加工をしてある棒状木製品が出土している。７は古墳時代の有蓋坏、８は平安時代頃の須恵器

か。

SE２０２（遺構図第１分冊P１１０図版�３５、第４図、遺物実測図第７図）
３区の中央で検出した。平面形は楕円形を呈する。規模は長径２９２㎝、短径２４６㎝、深さ１１６㎝であ

る。井戸枠は検出していない。出土遺物は、９の珠洲焼甕で１３世紀前半頃のものか。１０は鞴の羽口で

ある。この他、弥生時代末頃と思われる器台片などの土師器片が出土している。

SE２０３（遺構図第１分冊P１１０図版�３５、第４図、遺物実測図第７・８・３２・３３図）
３区北側中央で検出した。中世の溝である SD２２２で壊されており、井戸の底のみ残存していたため断

面図は作成できなかった。残存していた部分の形状と計測値は、平面形が不定形で、規模は長径２１４㎝、

短径２０４㎝、深さは９０㎝であった。井戸底部に井戸の下部構造が残存していたので、構造が明らかになっ

た。まず、穴を掘削した後、井戸底の中心部を囲うように北側に４３４、４３０の棒状木製品を東西方向に置き、

南側に４３１の棒状木製品を東西方向に置く。４３４・４３０の上に東西方向に４２６の板状木製品、４３１の上に東西

方向に４２７の板状木製品を置く。４２６の上に４２９の桶底板を東西方向に置き、４２９と４２７の上に４２４の板状木

製品を南北方向に置く。４２６と４２７の上には４２５の板状木製品を南北方向に置く。４２５の東側には４２５を支

える４３５・４３６が北から順に地山に突き刺した状態で検出された。４２２の桶の底板４２３がこれらの板材の隙

間を埋めるようにばらばらに置かれ、４２４の上に４３３、４２５の上に４３２の棒状木製品を南北方向に置く。そ

れを４２２の桶を構成する６枚の板が西側に４枚、東側に２枚支えるように地山に突き刺した状態で置かれ

ていた。この囲いの上に４２８の桶が据えられ、井戸枠となっていたと考えられる。４２８の桶は胴部の底近

い部分のみ残存しており、上の部分は中世の溝造成時に壊されたと考えられる。井戸底から井戸が廃棄

されるときの祭祀に使用されたのか、完形の壺が２個逆さまの状態で出土した。西側が１２、東側が１１であ

る。どちらの壺も外面がきれいに磨かれており、１１は細頸の有段口縁で、胴部は算盤玉状の形態である。

１２は有段口縁の壺で胴部最大径がほぼ同部中心に位置し外面には赤彩が施されている。この井戸はこ

れらの土器が使用された弥生時代末頃に廃絶されたと考えられる。その他の出土遺物は、１３～２２の壺や

甕であるが、これらの時期も弥生時代末頃と考えられる。１６～２２は有段口縁の甕で口縁部外面に擬凹線

が施されている。胴部外面はハケ調整、内面ハケ、ケズリ調整がみられる。井戸枠や井戸枠を支えるため

に使用されていた、４２８や４２２の桶も弥生時代のものになろうか。

SE２０４（遺構図第１分冊P１１０図版�３５、遺物実測図第９・３４図）
３区中央で検出した。平面形は不定形である。規模は長径１３９㎝、短径９７㎝、深さ７０㎝を測る。こ

の井戸も作図用壁面が崩落し、断面図を作成できなかった。井戸枠は検出していない。出土遺物は２３

の白磁碗で１２世後半頃のものか。また同時期の土師器皿２４、２５の底部、２６の鞴の羽口の他、９世紀頃

の須恵器無台坏片、須恵器甕片、土師器細片などが出土している。この他、４３９の木柱根が出土した。

SE２０５（遺構図第１分冊P１１０図版�３５、第４図、遺物実測図第９図）
第１分冊では、SE０２５と表記してあるが、SE２０５の間違いである。ここで訂正する。３区北側中央

で検出した。SE２０３に隣接する。平面形は楕円形を呈する。規模は長径２７０㎝、短径２２６㎝、深さ１３０㎝

－４－



を測る。井戸枠は検出していない。出土遺物は、３０の古墳時代前期の甕と３１の土師器の器台である。

脚部に透かし穴が３箇所残る。この他、同時期と考えられる土師器片が多数出土している。

SE２０６（遺構図第１分冊P１２０図版�４０・P１３０図版�４６、第４図、遺物実測図第９・１０・３４～３７図）
３区南西で検出した。掘削中に壁面が崩落し、辛うじて残った上部分の断面図しか作図していない。

平面形は不定形である。規模は長径２７０㎝、短径２０８㎝、深さ約９５㎝を測る。井戸枠は２段組であった。

４４８～４５５が上の段を構成する木材で、板同士を桜の皮でつないでいた痕跡が残っている。４５６～４６３は

井戸枠の下段を構成する木材である。井戸の底には石が敷き詰められており、その上にヤマトシジミ

の殻が塊状になって出土している。第１分冊に掲載したパリノ・サーヴェイ（株）による自然科学分

析１によると井戸枠にはスギを用いており、木材の年代は３世紀中葉～５世紀前葉頃である。出土遺物

は、３２の土師器壺で受け口状口縁の外面に波状文が巡る。さらに胴部外面上部に格子状文が施され、

二重直線文が３条巡る。３３も土師器壺で外面をミガキ口縁が外反する。（３４は３３と結合したため欠番）

３５も土師器壺で有段をもつ口縁で胴部上部に最大径がある形である。３６・３７は土師器壺である。３８は

ひさご型の壺で、口縁部が内湾する。頸部に突帯が巡る完形品である。３９～４６は土師器甕である。３９

・４０は有段口縁で口縁部外面に擬凹線が巡る。４１は受け口状口縁である。４２・４３はくの字状の口縁部

で端部を面取りしてある。４７は土師器高坏で、坏部内面もミガキではなくハケ調整してある。４８は土

師器高坏で外面及び坏部内面に赤彩が施してある。古墳時代初頭のものか。４９は骨角器のヤスである。

鹿の角製か。本来腐食しやすい骨角器が出土したのは、SE２０６の下層部に貝殻が堆積していたため、

豊富なカルシウムにより骨角器が保存されたためであろう。２０００年、北浦弘人氏が『青谷上寺地遺跡

３（本文編）』で漁撈具ヤスの分類を行っている２。この分類によると、４９の形態は�Aa 類となる。ア
グ（かえり）のある�類で、さらに身の先端部から基部までが直線的な形態をとる（直状ヤス）A類
となっている。柄との装着法、身の下半部の面取りがない（a類）である。アグは片側だけに付き、

基部には突起が作り出されている。その他、図化できないような土師器の甕・壺・高坏片や器種分類でき

ない土師器細片が大量に出土している。木製品は上記の井戸枠と４４０～４４７の木製品が出土している。

SE２０８（遺構図第１分冊P１２０図版�４０・P１３０図版�４６、第５図、遺物実測図第１１・１２・３８・４４図）
３区南西で検出した。平面形は不定形で規模は長径２７２㎝、短径１７８㎝、深さ１０４㎝を測る。出土遺

物は５０の土師器台付壺がある。胴部に斜格子文が巡る。古墳時代前期のものか。５１・５２の土師器壺、

５３から５９の土師器甕、６０の土師器鉢、６１・６２の土師器の器台、６３の土師器高坏、４６６～４７０・４７２の板

状木製品、４７１・４７３～４７５の棒状木製品、５８１の変質安山岩からなる敲き石３などの他、土師器細片が大

量に出土した。出土土器から遺構の廃棄年代は古墳時代前期頃であろうか。６１の器台は内外面に赤彩

を施し磨いたもので供献用に使用したものか。木製品は４６６～４７５である。井戸枠は検出していないが、

４６９が井戸枠であったのかもしれない。４７１は一部炭化しており孔が開けられている。石製品は５８１の

変質安山岩からなる敲石が１点出土している。

１ パリノ・サーヴェイ（株） ２００６年 「木曳野遺跡群の自然科学分析」『寺中B遺跡� 桂町南遺跡� 畝田・寺中遺跡
� 木曳野遺跡群�』

２ 北浦弘人 ２００１年 『青谷上寺地遺跡３（本文編）』
３ 石製品については、パリノ・サーヴェイ（株）による肉眼鑑定により岩種を判定した。
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第３節 土坑
SK２０４（遺構図第１分冊P１２０図版�４０、第５図、遺物実測図第３８図）
３区中央西より、SD２０１の川の斜面にあたる低い場所で検出した。平面形は不定形で規模は長径１２０

㎝、短径９６㎝、深さは３１㎝を測る。出土遺物は４７６の舟形と思われる木製品が出土している他、土師

器細片が少量出土している。

SK２０５（遺構図第１分冊P１２０図版�４０、第５図）
３区中央西より、SD２０１の川の斜面にあたる低い場所で検出した。SK２０４の北に隣接する。平面形

は楕円形を呈し規模は長径２０２㎝、短径１４０㎝、深さ３０㎝を測る。出土遺物はない。

SK２０６（遺構図第１分冊P１２０図版�４０、第５図）
３区中央南より、SD２０１の川の斜面にあたる低い場所で検出した。平面形は不定形で規模は長径１５６

㎝、短径１２２㎝、深さ２８㎝を測る。出土遺物はない。

SK２０８（遺構図第１分冊P１１０図版�３５、第５図、遺物実測図第１２・４４図）
３区中央で SD２０１の川の斜面にあたる低い場所で検出した。平面形は不定形で規模は長径２２２㎝、

短径１５４㎝、深さ４２㎝を測る。出土遺物は６４～６６の須恵器坏、６７～７０の土師器椀、７１の内面黒色土器

椀、７２の白磁碗、７３の土錘、５８２の流紋岩からなる砥石などの他、弥生時代末～古墳時代初頭にかけ

ての甕の口縁部細片、土師器細片や、須恵器の坏や甕などが出土している。６７～６９は口径１５㎝を測る

大振りの土師器椀で時期は概ね１２世紀代のものである。この他、ヒトの脛骨１点、ウシの脛骨が１点

出土している。第１分冊のパリノ・サーヴェイ（株）による自然科学分析によると、ヒトの脛骨は成

人男性のもので、ウシは在来ウシの中小型に属する個体であるとのことである。

SK２１１（遺構図第１分冊P１１０図版�３５、第５図、遺物実測図第１２・４４図）
３区の中央で川の斜面にあたる低い場所で検出された。SK２０８に北側に隣接する。平面形は不定形

を呈する。規模は長径５４５㎝、短径１０８㎝、深さ３０㎝を測る。出土遺物は７４～７６の土師器皿、７７の台付

椀、７８の壺、７９の須恵器双耳瓶、８０の無孔土玉、８１の須恵器製の権状錘、５８３の砂岩からなる砥石の

他、弥生時代末～古墳時代初頭にかけての甕の口縁部細片や土師器細片が大量に出土した他、古墳時

代初頭の須恵器蓋細片、須恵器の坏や甕などの細片、ヤマトシジミの貝殻などが出土している。８１の

須恵器製権状錘は秤のおもりを模したものである。小松市の額見町遺跡で類例がみられる。２００３年、

望月精司氏が「古代権状錘に関する一考察」で北陸出土の権衡資料の検討を行っている。４ 望月氏の分類

によると、８１の紐通しの形態は縦穴が貫通する�１類で錘形状は球形基調の花弁状笠部で笠部下に突出
部をもたず縦方向の稜をもつ笠が球形に底部へ向かい窄まるAd類となる。８１に類似する額見町遺跡出

土の権状錘は望月氏の古代権状錘の形態変遷図では１１世紀後半とされている。SK２０８、SK２１１はともに

川岸から川にかけての傾斜地にあり、深さも４５㎝程度であることや、出土遺物も時期幅があり、細片が

多いことから、ゴミ捨て場もしくは川に捨てられたゴミが自然に溜まった場所である可能性が高い。

SK２２３（遺構図第１分冊P１１０図版�３５、第５図）
３区の中央西端で検出した。調査区外に土坑がかかるため平面形は不明である。規模は検出できた

４ 望月精司 ２００３年 「古代権状錘に関する一考察」 『北陸古代土器研究第１０号』
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範囲で、長径１４０㎝、短径１３２㎝、深さ６３㎝を測る。出土遺物はない。

SK２２５（遺構図第１分冊P１２０図版�４０、第５図）
３区南西側で検出した。平面形は楕円形を呈し、規模は長径９０㎝、短径７０㎝を測る。出土遺物はない。

SK２２６（遺構図第１分冊P１３０図版�４６、第５図、遺物実測図第１３・４４図）
３区南西端で検出した。平面形は調査区外に土坑がかかるため不明である。規模は検出した範囲で、

長径１９２㎝、短径１１８㎝、深さ２０㎝を測る。出土遺物は８２・８４の布留式甕、８３・８５～８７の土師器くの字

状の甕と８８～９１の土師器高坏、９２の土師器の器台、９３の須恵器長頸壺、９４の鉱滓などがある。９０は坏

部中程を胴部に沿って打ち欠いたように見受けられる。坏部内面は汚れが著しい。坏意外に転用した

ものか。石製品は５８４の変質流紋岩（緑色凝灰岩）の加工品、５８５の軽石が出土している。５８５は全面

に使用痕がみられるので、砥石として使用した可能性もある。その他、図化できない土師器片が多数

とヤマトシジミの殻が１点出土している。古墳時代前期末～中期頃の土坑か。

第４節 柱穴
第１分冊の遺構図では３区に P２０５～P２２１まで重複して報告してあるため、第１分冊図版�３５掲載
分の柱穴番号末尾に aを付け、第１分冊図版�４０掲載分の柱穴番号末尾には bをつけて区別する。
P２０２（遺構図第１分冊P１１０図版�３５、第４図、遺物実測図第７図）
３区北側中央で検出した。SE２０５の西側に隣接する。平面形は楕円形で規模は長径６４㎝、短径５２㎝、

深さ４２㎝を測る。出土遺物は１の小型土器の鉢または甕である。完形で出土した。口縁部はくの字状

に開き、外面はハケ調整した後ナデ調整をしてあり内面ケズリ調整した後ナデ調整してある。胎土は

砂礫を多く含む。その他、古墳時代初頭と考えられる甕や高坏の細片が出土している。

P２０５b（遺構図第１分冊P１２０図版�４０、第４図）
３区中央西よりで検出した。平面形は不定形で規模は長径９４㎝、短径６６㎝、深さ４４㎝を測る。出土

遺物は土師器細片が少量出土している。

P２０６b（遺構図第１分冊P１２０図版�４０、第４図）
３区中央西よりで検出した。平面形は楕円形で規模は長径８６㎝、短径６４㎝、深さ２２㎝を測る。出土

遺物は土師器細片が少量出土している。

P２０７b（遺構図第１分冊P１２０図版�４０、第４図）
３区中央西よりで検出した。平面形は不定形で規模は長径６６㎝、短径５８㎝、深さ３８㎝を測る。出土

遺物は土師器細片が少量と須恵器の細片が１点出土している。

P２０８b（遺構図第１分冊P１２０図版�４０、第４図）
３区中央西よりで検出した。平面形は不定形で規模は長径５６㎝、短径４６㎝、深さ２６㎝を測る。出土

遺物は土師器の細片が１点出土している。

P２０９b（遺構図第１分冊P１２０図版�４０、第４図）
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３区中央南寄りで検出した。平面形は楕円形で規模は長径７８㎝、短径６６㎝、深さ３２㎝を測る。出土

遺物は土師器の細片が多数出土している。

P２１１b（遺構図第１分冊P１２０図版�４０、第４図）
３区中央西端で検出した。平面形は調査区外に柱穴がかかるので不明である。規模は検出した範囲

で長径８６㎝、短径６８㎝を測る。出土遺物は２の有段口縁の土師器甕の他、土師器細片が２点出土する

のみである。２は有段口縁で外面はススが大量に付着している。調整は外面が口縁部がナデ、胴部が

ハケ調整してあり、内面は口縁部がナデ、胴部をケズリ調整してある。

P２１４b（遺構図第１分冊P１２０図版�４０、第４図）
３区中央西よりで検出した。平面形は楕円形で規模は長径１９㎝、短径１６㎝を測る。出土遺物は３の

脚部の他、土師器細片が少量と須恵器細片が１片出土した。

P２２４（遺構図第１分冊P１３０図版�４６、第４図）
３区南西隅で検出した。平面形は楕円形で規模は長径７０㎝、短径４８㎝、深さは約１０㎝を測る。出土

遺物は４の高坏の脚部の他、脚部が３点と古墳時代初頭頃の甕の口縁部細片などが出土している。

第５節 その他の遺構
SX２１１（遺構図第１分冊P１１０図版�３５、第５図、遺物実測図第７図）
３区北側西端で検出した。平面形は調査区外に遺構がかかるが不定形である。規模は検出した範囲

で長径３３０㎝、短径３００㎝、深さ数㎝である。出土遺物は弥生時代末～古墳時代初頭にかけての土器細

片が出土している。

第６節 溝
２区の SD３０３、SD２４０、SD２４４と３区 SD２０１、４区大河跡は同じ川である可能性が高いが、本報告

書では遺構番号の統一は行わなかった。ご容赦願いたい。この川跡は平成１４年度に石川県が金沢市調

査区に隣接する場所を発掘しているが、石川県が調査したO１～W区で検出した旧河道の続きと考え

られ、金沢市の調査区においても２区～５区と南から北へと蛇行しながら流れていく。出土遺物は弥

生時代末～古墳時代、古代の土器が出土している。

SD２２２（２区）（遺構図第１分冊P１４４図版�５３・P１５４図版�５８・P１７０図版�６７、遺物実測図第２６図）
２区の南－北方向に走る溝で、３区の SD２２２とは別の溝である。規模は幅３７０㎝、深さ約７０㎝を測

る。第４分冊で説明してあるとおり、中世の区画溝である。石川県の調査区から金沢市調査区１区へ

続き、２区へと北上し、２区で東へ曲がる。金沢市の平成１６年度調査区である、東工区で再び検出さ

れている。出土遺物に関しては、第４分冊で報告できなかった墨書土器のみ本報告書で紹介する。３４３

は須恵器有台坏で外面底部に袋文字の「人」が書かれている。３４５は須恵器蓋で、内面に袋文字の「人」

が書かれている。

SD２４０・SD２４４（遺構図第１分冊P１３１図版�４６・P１３２図版�４７・P１４３図版�５２・P１４３図版�５３、遺
物実測図第２６～３１図）
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２区の SD２４０と SD２４４は同一の川跡で SD３０３と３区 SD２０１の中間に位置する。調査時は西工区側か

ら延びる部分を SD２４０とし、２区中程から北に向かって延びる SD２４４と区別していたが、平成１６年の

調査で西工区に SD２４０の続きが検出されなかったことから石川県調査区から続く旧河道の分流である

と判断した。出土遺物は、概ね８世紀中頃～９世紀前半の須恵器の墨書土器である。３４４が盤、３４６・

３４７が蓋、３４９～３６３が無台坏、３６４～３６８が有台坏で袋文字の「人」が墨書されている。３７３が無台坏、

３７４が有台坏で「工」、３７６が無台坏、３７８～３８０無台坏、３８１が有台坏で「卅」、３８３が無台坏、３８４・３８５

が有台坏で「津」、３８７が蓋、３８８～３９１・３９３が無台坏、３９２が器種不明で「平」、３９４・３９５が蓋で「五

戸」、３９６が無台坏の「遊名安ヵ」、３９７は無台坏で「大刀自」、３９８は無台坏で「□刀女」、４０１は無台坏

で「古人」、４０５が有台坏で「人」、４０８は無台坏で「女」、４０９は無台坏で「公」、４１１は有台坏で「□」、

４１２・４１８・４１９は無台坏で判読不明の文字が書いてある。４２０は蓋で内面に墨痕がある。

SD３０３（遺構図第１分冊P１５４・１５５図版�５８・P１６６・P１６７図版�６４・P１７０図版�６７、遺物実測図第２８図）
２区で調査時は西工区から延びる別の川跡かと思い遺構番号を変えたが、平成１６年の西工区の調査

で岸がみつかったことから、石川県調査区から延びている川跡が西に大きく膨らんでいるだけであっ

たと判明した。規模は第４分冊で記述してあるように、幅約２００㎝、深さ１４０㎝の規模で、下層が古墳

時代の土器が出土し、中層から墨書土器が大量に出土している。舟着き場または舟溜まりの様な場所

であったのかもしれない。今回は第４分冊で報告しなかった墨書土器のみ報告する。大半は第４分冊

で報告済である。３４８が須恵器無台坏で底部に袋文字「人」、３７０が須恵器無台坏、３７１が須恵器有台坏

で「井」、３７５の須恵器無台坏で底部に「文」が墨書されている。３７７が須恵器盤で「文」、３９９は須恵

器無台坏で「主□ 秋女」と書かれている。「秋女」は石川県の畝田西遺跡群でも確認されている。

４００は須恵器無台坏で「古人」と書かれている。

SD２０１（遺構図第１分冊P９０・９１図版�２４・P１１０・１１１図版�３５・P１２１図版�４０、第６図、遺物実測
図第１４～２０・２８・３０・３１・３８～４０・４４・４５図）

３区の南－北方向に走る溝で、２区の SD３０３・SD２４０の続きである。３区では西側の岸が検出され

ている。出土遺物は下層部から弥生時代末～古代にかけての遺物や古墳時代中期の須恵器などが出土

し、上層部から平安時代の須恵器や土師器、中世の青磁など時期幅がみられる。中世の遺物に関して

は極少量なので、３区 SD２２２など中世の遺構が造営された時の混入品の可能性もある。９５～１０１の口

縁部に擬凹線をもつ土師器の甕、１０２～１０８はくの字状の口縁部の土師器甕、１０９～１１５は土師器の壺、

１１６・１１８は土師器の脚部、１１７・１２０は鉢などの台か。１１９・１２１・１２２～１２４は土師器の器台、１２５～１３５

は土師器の高坏である。１３６・１３７は土師器の鉢、１３８～１４０は土師器の蓋である。１４１～１４５は手捏ね土

器である。１４６～１５１は須恵器蓋である。１５２～１６３は須恵器有蓋坏、１６４～１８１は須恵器無台坏であるが、

１６８は内面及び外面一部に黒色の漆状の付着物がつく。１７６は口縁部に灯芯油痕がみられる。１８２～１９０

は須恵器有台坏で１８２は底部のみを残すように胴部を１６箇所程度打ち欠いている。１９１・１９２は須恵器

のツマミのある蓋である。１９３～１９５は須恵器高坏である。脚部に透かし穴がみられる。墨書土器は合

計１０点出土している。須恵器有台坏４０６「大」が１点、４１３と４１４の判読不明文字が２点出土している。

須恵器無台坏の４０７「中」、３８２「卅」、４１０「束」、４０４「得」、４０２「荒田」が各１点ずつ、４１７判読不明

が１点ずつ、須恵器蓋のツマミ横に判読不明文字を配した４２１の墨書土器が１点出土している。１９６～

２０２は須恵器壺瓶類、２０３は須恵器甕である。２０４は須恵器鉢である。２０５～２０７が土師器の甕で、２０８・

２０９は壺であろうか。２１０・２１１は土師器の高坏であろうか。２１２は土師器の鉢で、内外面赤彩を施して
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ある。２１３～２１６は土師器鉢である。２１７～２２１は内面黒色土器の椀および鉢である。２２３は土師器の把

手、２２２・２２４～２２６は甑であろうか。２２７は青磁の碗である。内面に型押し文様がみられ、高台には胎

土目押し当てていたような跡が残る。龍泉窯系青磁碗�類か。２２８は鞴の羽口である。２２９～２４０は土
錘で２４０のみ棗玉形をしている。２４１は穿孔をもつ土製品の一部である。木製品は、SD２０１の底近くか

ら出土している。４７７・４７８の舟形と思われる。４７９は卒塔婆で梵字のような文字が一字墨書されてい

る。４８０は両端部を尖らせてある板状の木製品、４８１の穿孔のある、端部をV字状にカットした製品、

４８２・４８３の箸、４８４～４８６の桶類の蓋または底板、４８７～４９７の用途不明の木製品の他、４９８～５０３の杭類

などがある。石製品は５８６～５９９である。５８６ははんれい岩の石錘、５８７は玄武岩の磨石、５８８は玄武岩、

５８９はひん岩、５９０は輝石安山岩、５９１は砂岩の砥石である。５９２・５９４は凝灰岩の敲石、５９３は凝灰岩の

すり石で５９５は蛇紋岩の石核である。２区の SD２４４出土の石核と接合した。５９６はデイサイト質凝灰岩

の打製石斧、５９７は砂岩の磨製石斧で敲石に転用したような形跡が認められる。５９８は凝灰岩の石錘、

５９９は滑石の紡錘車と考えられる。この他、ウシの左側橈骨が１点出土している。

SD２０２（遺構図第１分冊P１１１図版�３５、第６図、遺物実測図第４０図）
３区の中央付近を東－西方向に走る溝で、SD２２２（SD２０１分流）と SD２０１（SD２４０）を切ることか

ら、中世以降の溝と考えられる。規模は幅１６０㎝、深さ３０㎝程度で、出土遺物は５０４の板状木製品である。

SD２０５（遺構図第１分冊P１２０図版�４０、第６図）
３区の南西を南－北方向に走る溝である。規模は幅１００㎝、深さ１４㎝程度で、出土遺物はない。

SD２０６（遺構図第１分冊P１２０図版�４０、第６図）
３区の南西を東－西方向に走る溝である。規模は幅４０㎝、深さ１８㎝程度で、出土遺物はない。

SD２２２（３区）（遺構図第１分冊P９０図版�２４・P１１０・１１１図版�３５、第６図、遺物実測図第２１～２５・
４０～４３・４５図）

３区でも SD２２２とした溝があるが、２区の SD２２２と関連はなく遺構名が重複しただけである。規模

は幅３２０㎝、深さ２０㎝程度で出土遺物は２４２～２４６の土師器甕がある。２４２・２４３は有段口縁で外面に擬

凹線が巡る。２４６は口縁部が短い口縁帯となっている。２４７・２４８は土師器壺で２４７は有段口縁で外面に

擬凹線が巡る。２４８は直口形を呈している。２４９は土師器鉢である。２５０は須恵器蓋、２５１・２５２は須恵

器有台坏、２５３が須恵器無台坏である。２５４は須恵器高坏の頸部で透かし穴が３箇所見られる。２５５は

土師器甕、２５６は土師器甑の把手か。２５７～２６３は土師器椀で２５７は内外面を赤彩してある。内面の一部

には油痕のようなものが帯状に付着している。２６４～２６６は内面黒色土器の椀である。２６７～２８３は土師

器皿、２８４は京都産の瓦質土器の椀で体部に穿孔が１ヵ所開けられている。北陸での出土は珍しい。

２８５～２９０・２９２・２９３は白磁碗で２９１は肥前磁器であろうか。２９４は�州窯系の磁器碗で１６世紀末～１７世
紀のものか。２９５は青磁碗、２９６は陶器碗である。２９７～２９９は珠洲の甕で３００は珠洲の壺、３０１～３０７は

珠洲の鉢である。概ね１２世紀中頃～１３世紀前半のものか。３０８・３０９は鞴の羽口、３１０は有孔土玉、３１１

～３３３は土錘である。３３４・３３５は刀子で３３４は５２６の柄が付く。３３６は握り鋏、３３７は鏨、３３８～３４０は火

箸である。３４１のニホンジカの右角が出土している。SD２２２にはヤマトシジミの貝殻を廃棄する場所で

あったのか貝殻溜まりが５箇所あった。ニホンジカの角も本来なら腐食し残存する可能性が低い遺物

であるが、貝殻のカルシュウムにより残存していたと考えられる。角冠と呼ばれる最上部の枝は欠損
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第６図 遺構図（４）（S＝１／６０、１／３０）

しており、この部分に穿孔痕が残るので、穴が開けられていたと思われる。角隆起、第１枝、第２枝

が削られ、第２枝があった部分は深さ１３㎜の孔が開けられている。用途は不明である。木製品は、５０５

～５８０までである。５０５・５０８は皿で５０８は内外面に黒漆を施し、赤漆で模様を描いている。５０６は椀、

５０７は杯でともに内外面黒漆が塗られている。５０９は曲物、５１０は箱の一部か。５１１～５２０は箸、５２１・５２２

は容器の底板、５２３は把手か。５２４は右足用の下駄、５２５は笠の部材、５２７は舟形か。５２８・５２９の端部に

加工が施されているものなどが出土している。石製品は６００～６１６が出土している。６００・６０１は変質凝

灰岩の加工品、６０２は砂岩の凹石である。６０３はひん岩の敲石、６０４デイサイトの台石である。片面の

み被熱痕がみられる。６０５・６０８は砂岩の砥石、６０６・６０７は流紋岩の砥石である。６０９は変質流紋岩の

剥片、６１０・６１１は変質凝灰岩の石核、６１２は変質流紋岩の石核である。６１３・６１４は変質安山岩の打製

石斧である。６１５はデイサイトの石錘、６１６は礫質凝灰岩のすり石である。その他、ヒトの右下顎骨１

点、ウマの左上腕骨１点、右上顎第２前臼歯１点、右上顎第３前臼歯１点、左橈骨＋尺骨１点、右橈

骨＋尺骨１点、左脛骨１点、ウシ左上顎第３後臼歯１点、右下顎第２後臼歯１点、イヌ左下顎骨１点

などの骨の他、ヤマトシジミが大量にかたまって出土した他、コタマガイという海辺で採れるハマグリ

に似た二枚貝も出土している。
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第４１図 SD出土木製品実測図（S＝１／３）
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第４２図 SD出土木製品実測図（S＝１／３、１／６）
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第４３図 SD出土木製品実測図（S＝１／３、１／６）
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第４４図 SE・SK・SD出土石製品実測図（S＝１／２、１／４）
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第３章 総括

第１節 ３区についてのまとめ
弥生時代末～古墳時代初頭

この時期の遺構は、SE２０２、SE２０３、SX２１１、SD２０１、SD２２２などがある。建物関連の明確な遺構は

なく、平成１４年度に調査を行った寺中B遺跡・桂寺中遺跡で弥生時代終末の竪穴建物や掘立柱建物な

どが確認された集落の南東端と考えられる。

古墳時代

建物関連では ST０１から古墳時代初頭の遺物が出土している。井戸では古墳時代初頭の SE２０６、古

墳時代前期の SE２０５、SE２０８、土坑では古墳時代前期末～中期頃の土器が出土した SK２２６、溝では SD

２０１、SD２２２などである。しかし、集落の中心となるような建物跡は未検出である。平成１４年度調査区

では竪穴建物や掘立柱建物などが検出されており、さらに平成１６年度に調査を行った、３区より西に

位置する西調査区からも古墳時代の掘立柱建物や布堀建物、平地式建物跡が検出されていることから、

古墳時代においても３区は SD２０１を東端とする集落の外れに位置すると考えられる。

古代

SE２０１、SE２０４、SK２０８、SK２１１、SD２０１、SD２２２などの遺構が該当する。平成１４年度調査区で建物

跡や庇付建物が１棟、区画溝などが検出されていることから集落の東端になると考えられる。

SD２０１は石川県調査区から続く古代の河道跡であるが、３区で出土した墨書土器は２区よりも少な

くなっており、４区に入ると極少量となる。SD２２２出土の権状錘の出土から考えて、１１世紀後半頃に

おいても権を使用する機関が存在していたと想定される。

中世

SD２０２、SD２２２などがある。SD２０２は平成１６年度調査区の東調査区でも検出されているので、区画

溝のような性格であったのかもしれない。その他は明確な遺構は検出されていないが、SD２２２出土の

白磁や珠洲焼などの陶磁器類をはじめとする土師器皿・金属製品など様々な生活用品の出土から平成

１４年度調査区で検出されている掘立柱建物などがある集落の南東端と想定できよう。

まとめ

３区は各時期をとおして平成１４年度調査区で見つかった集落の縁辺部であったと推定される。弥生

時代末～奈良・平安時代にかけては SD２０１沿いに井戸が多く掘削されている。川近くの低い土地のほ

うが帯水層まで近く、掘削作業が容易だったのかもしれない。出土遺物から見ると SD２０１・SD２２２・

SE２０４から舟形が出土しているので、水辺の祭祀を行っていたと考えられる。また、漁撈具として SE

２０６（古墳時代前期頃）からヤスが出土している。ヤスは小型の刺突具で柄に装着し使用する。アグ

（かえり）があることから中型魚を捕獲する際に使用したと考えられる。川で漁をするときに使用し

たのであろう。SD２２２からヤマトシジミの殻に混ざってコタマガイという海辺で採取される貝が出土

していることから、弥生末～中世にかけて畝田・寺中遺跡では海や川の貝を食べ、出土した骨からウ

シやウマ、イヌなどの動物が身近にいたことがうかがわれる。SD２０１の底からは大量の土器の細片が

出土していることから、廃棄の場であったと考えられる。

以上が３区についての概要である。今後、２区の未報告部分、３区の北にある４区・５区、東西に

ある東調査区や西調査区の報告を順次行う予定である。
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第２節 墨書土器について
第４分冊と第５分冊で報告した

墨書土器を、文字毎に出土遺構、

器種別に分類した。合計１４１点を

数える。

袋文字の「人」が４８％を占め、

次いで「平」、「卅」の５％が続

く。圧倒的に袋文字の「人」が多

いことが伺える。

袋文字とは文字の輪郭だけを書

いた白抜き文字のことである。現

在では文字を強調するために使用

することが多いが、古代において

どういう意図で使用したのかは不

明である。また、出土点数も６８点

と多いが、なぜ画数が倍になる袋

文字を使用したのかも疑問が残る。

袋文字の「人」が６７点、袋文字

の「大」が２点出土しているが、

出土地点をみると、すべて２区に

集中している。

その他は「平」と「卅」が７点、

「工」が５点、「大」が４点、「文」

と「津司」が３点、「井」・「牛」

・「津」・「五戸」・「得」・「古

人」が２点、「人」・「中」・「束」

・「徳」・「公」・「主□ 秋女」

・「荒田」・「中河」・「山田」

・「女」・「大刀自」・「□刀女」

・「遊名安ヵ」・「安ヵ」が各１点、その他判読不明が１６点出土した。

器種別に墨書が書かれている割合をみてみると、無台坏が５３％と一番多い。次いで有台坏の２８％、

蓋の１７％、盤の２％と続く。

出土地区でみると、およそ８９．３％を２区が占め、３区８．５％、１区１．４％、４区０．７％となる。２区

で出土する墨書土器量が圧倒的に多いことが伺える。石川県調査区で報告されている、旧河道を中心

とする７５棟の掘立柱建物を管理する古代加賀郡の加賀郡津と想定される関連施設の一部が２区周辺に

もあり、施設を管理する役人が墨書土器を使用したり廃棄したりしたのではないかと考えられる。

第２表 畝田・寺中遺跡墨書土器一覧

墨書 遺構 有台坏 無台坏 蓋 盤 小計 合計

人（袋文字）

２区 SD２４０ ６ １３ １ ２０

６７
２区 SD３０３ １６ １３ １４ １ ４４
２区 SD２２２ １ １ ２
２区 P２０ １ １

大（袋文字） ２区 SD３０３ ２ ２ ２
人 ２区 SD２４０ １ １ １

工
２区 SD２４０ １ １

６２区 SD３０３ １ １ １ １ ４
１区包含層 １ １

井 ２区 SD３０３ １ １ ２ ２

文
２区 SD２４０ １ １

３
２区 SD３０３ １ １ ２

牛 ２区 SD３０３ ２ ２ ２

津
２区 SD２４０ １ １

２
４区大河跡 １ １

津司 ２区 SD３０３ ２ １ ３ ３

大

２区 SD２４０ １ １

４
２区 P２０ １ １
２区 SD３０３ １ １
３区 SD２０１ １ １

中 ３区 SD２０１ １ １ １

平
２区 SD２４０ ４ １ ５

７
２区 SD３０３ １ １ ２

卅
２区 SD２４０ １ ３ ４

７２区 SD３０３ ２ ２
３区 SD２０１ １ １

束 ３区 SD２０１ １ １ １
五戸 ２区 SD２４４ ２ ２ ２
徳 １区 SD２２０ １ １ １

得
２区 SD３０３ １ １

２
３区 SD２０１ １ １

公 ２区 SD２４０ １ １ １
古（右か）人 ２区 SD２４０ ２ ２ ２
主□ 秋女 ２区 SD３０３ １ １ １
荒田 ３区 SD２０１ １ １ １
中河 ２区 SD３０３ １ １ １
山田 ２区 SD３０３ １ １ １
女 ２区 SD２４０ １ １ １

大刀自 ２区 SD２４０ １ １ １
□刀女 ２区 SD２４０ １ １ １
遊名安ヵ ２区 SD２４０ １ １ １
安ヵ ２区 SD２４０ １ １ １

不明

２区 SD２４０ １ １ １ ３

１６
２区 SD２４４ １ １
２区 SD３０３ ４ ２ ６
３区 SD２０１ ２ ３ １ ６

合 計 ４０ ７４ ２５ ２ １４１ １４１
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H１５年度畝田・寺中遺跡出土遺物観察表

番号 遺構 器種
法 量 遺存

／１２
胎土 調 整 色調

産地 備 考 実測
番号口径 器高 胴径 底径 頸径 砂 骨 礫 赤 口縁外面 胴部外面 口縁内面 胴部内面 底部外面 外面 内面

１ �区
P２０２

土師器
小型甕 １１７ ７７ ９８ １９ ９４ 口１２ ◎ △ △ ハケ

ナデ
ハケ
ナデ ナデ ナデ 淡灰褐 淡灰褐 F１１

２ �区
P２１１

土師器
甕 １８７（５１） 口１ ◎ △ ナデ ハケ ナデ ケズリ 淡灰褐 淡灰褐 F９

３ �区
P２１４

土師器
脚部 （２３） △ マメツ マメツ 淡橙灰

褐
淡橙灰
褐 F１０

４ �区
P２２４

土師器
高坏 （７７） １１４ 底３ ◎ △ △ マメツ マメツ 淡橙灰

褐
淡橙灰
褐 F８

５ �区
SE２０１

土師器
甕 １５８（８０）１６０ 口１ ◎ △ ナデ ナデ

カキメ ナデ ヘラケズリ 淡灰褐 淡灰褐 T８

６ �区
SE２０１

土師器
甕 １２８（７３） ４０ 口３ ○ △ △ ハケ後ナデ ハケ ハケ後ナデヘラケズリ後ナデ 淡褐 淡灰褐 外面スス付着 T７

７ �区
SE２０１

須恵器
坏 １４６（４７） 口２ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ 灰 褐灰 内外面錆付着 T３０７

８ �区
SE２０１

土師器
無台坏 １１８ ３３ ８０ 口１ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ 灰白 灰白 T６

９ �区
SE２０２

珠洲
甕 ２２０（４８） 口３ △ △ ロクロナデ ロクロナデ タタキ 淡灰 淡灰 T９

１０ �区
SE２０２ 鞴の羽口 長

（４２）
幅
（６０）

厚
（３６）

重
（５４） T１１

１１ �区
SE２０３

土師器
壺 １００ １６８ １６４ ２２ ６８ 口１２ ○ ○ △ ヘラミガキ ヘラミガキ ヘラミガキ ナデ 淡褐 淡褐 外面黒斑 T２

１２ �区
SE２０３

土師器
壺 １００ １５５ １５１ ３４ ７５ 口１２ ○ △ ヘラミガキ ヘラミガキ ヘラミガキ ヘラケズリナデ 淡橙褐 淡橙褐 外面赤彩、黒斑 T１

１３ �区
SE２０３

土師器
壺 （１００）１５０ ７５ 胴５ ○ ○ ハケ後

ヘラミガキ ナデ ハケ 内面指頭圧痕 T３

１４ �区
SE２０３

土師器
甕 １１８（７７）１３５ １０６ 口５ ◎ △ ナデ ハケ ナデ ケズリ 淡灰褐 淡灰褐 外面スス付着 FJ２５

１５ �区
SE２０３

土師器
甕 （６３） ２６ 底１２ ○ ○ ハケ ケズリ 淡灰黄 淡灰黄 内外面スス付着 E１２８

１６ �区
SE２０３

土師器
甕 １８２（１１７）２１７ １５８ 口４ ○ △ 擬凹線５条

ナデ ハケ ナデ ハケ
ケズリ 淡灰褐 淡灰褐 外面スス付着 FJ２６

１７ �区
SE２０３

土師器
甕 １７８（５５） 口４ ○ △ 擬凹線３条

ナデ ナデ ハケ後ナデ
ヘラケズリ 淡白褐 淡灰褐 外面スス付着 T４

１８ �区
SE２０３

土師器
甕 １７０ ２３５ ２００ ３０ １５１ 口１２ ○ △ 擬凹線５条

ナデ ナデ ハケ ナデ ヘラケズリ 淡褐 淡褐
外面スス・炭化物
付着 口縁内面指
頭圧痕

T５

１９ �区
SE２０３

土師器
甕 １６６ ２１３ １８３ ２８ １３６ 口１１ ◎ △ △ 擬凹線８条

以上 ナデ ハケ ナデ ハケ
ケズリ 橙灰褐 橙灰褐 外面黒斑

口縁内面工具痕 FJ２７

２０ �区
SE２０３

土師器
甕 １６０ ２４３ １９５ １８ １３２ 口１２ ◎ △ 擬凹線３条

ナデ ハケ ナデ ハケ
ケズリ 淡黄灰 淡黄灰 外面スス付着 E１２７

２１ �区
SE２０３

土師器
甕 １５４ ２０９ １８０ １４ １４０ 口８ ◎ ○ ナデ ハケメ ナデ ハケメ

ケズリ 淡黄灰 淡黄灰 外面スス付着 E１２６

２２ �区
SE２０３

土師器
甕 １６０ ２１０ １７５ ２４ １３１ 口８ ○ △ 擬凹線２条

ナデ ハケ ナデ ケズリ 淡灰褐 灰褐 外面スス付着
内面黒色付着物 FJ２８

２３ �区
SE２０４

磁器
碗 ５６（２６） 底２ 白磁釉 胎土：灰

白 内面見込み貫入 T３０８

２４ �区
SE２０４ 灯明皿 １３８ １９ ８０ 口１ △ ナデ ナデ ナデ ナデ 淡褐 淡褐 内面灯芯油痕 T１０

２５ �区
SE２０４

不明
土製品 （３４） △ ナデ ナデ 淡黄褐 淡黄褐 T３０９

２６ �区
SE２０４ 鞴の羽口 長

６４
幅
３８

厚
２０

重
２７．２ T１２

２７ �区
SE２０５

土師器
壺 １７６（４４） ８３ 口１ ○ △ △ ○ ハケ後ナデキザミ ナデ ハケ 淡黄桃 淡黄桃 EE３

２８ �区
SE２０５

土師器
甕 １６５（３８） １４４ 口２ △ ○ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ハケ 黒褐 淡灰褐 EE１

２９ �区
SE２０５

土師器
甕 １６２（４８） １３９ 口１ △ ○ ○ ナデ ハケ ハケ後ナデ ハケ 淡褐 橙褐 外面口縁部にスス

付着 EE２

３０ �区
SE２０５

土師器
甕 （２４１）２４０ ３１ 底１２ ○ △ △ △ ハケ ハケ 淡黄桃 淡黄桃 外面スス付着 内

面にも一部スス付着 EE５

３１ �区
SE２０５

土師器
器台 ８２（４７） ３５ 口５ ○ △ △ ○ ミガキ ミガキ ミガキ ケズリ 淡桃黄

褐
淡桃黄
褐 透かし穴３箇所 EE４

３２ �区
SE２０６

土師器
壺 ８８（１４０）１２４ ８２ 口５ ◎ ○ ナデ クシメ後

ナデ ハケ 横ナデ ナデ 黄褐 黄褐 外面黒斑 TM１１９

３３ �区
SE２０６

土師器
壺 １０２（２０２）１６７ ４０ ８８ 口６ ◎ ○ ○ ナデ ハケ後ナデハケ後ナデハケ後ナデ 淡黄褐 淡黄褐 内外面黒斑 TM１１５

３５ �区
SE２０６

土師器
壺 １５８（１３２） １３８ 口３ ○ △ △ ○ ナデ ハケ ナデ ハケ 淡橙灰

褐
淡橙灰
褐

内外に黒い点状の
付着物有り S４５

３６ �区
SE２０６

土師器
壺 （１４６）２０２ ２４ 底１２ ◎ △ △ ハケ ナデ 淡黄褐 淡黄褐 外面黒斑 TM１１４

３７ �区
SE２０６

土師器
壺 ９０（６１） 口９ ○ ◎ ◎ ハケ後

ヘラミガキ ヘラミガキ 淡橙褐 淡橙褐 TM１１２

３８ �区
SE２０６

土師器
壺 １１２ １８２ １３５ ２３ ７１ 口９ ○ ハケ後

ヘラミガキ
ハケ後
ヘラミガキ

ハケ後
ヘラミガキハケ後ナデ 淡橙褐 淡橙褐 外面黒斑 TM１１８

３９ �区
SE２０６

土師器
甕 １９２（５４） １５４ 口１ ○ △ ○ 擬凹線５本 ナデ

ハケ マメツ
ナデ

ハケ マメツ
ナデ

ハケ マメツ 淡橙灰 淡橙灰 S５０

４０ �区
SE２０６

土師器
甕 １７４（４２） １４６ 口１ ○ △ ○ 擬凹線５本ナデ ハケ ナデ ヘラケズリ 淡灰褐 淡灰褐 S４９

４１ �区
SE２０６

土師器
甕 １６８（５６） １４４ 口３ ◎ ○ ◎ ナデ ハケ ナデ ヘラケズリ 淡褐 淡灰 外面スス付着

口縁内面黒斑 TM１１３

４２ �区
SE２０６

土師器
甕 ２０４（５０） １７６ 口３ ○ △ ○ ナデ ハケ ナデ ハケ ナデ ハケ ナデ ハケ 淡桃灰 桃褐 内面一部黒斑有 S４８

４３ �区
SE２０６

土師器
甕 １７６（３８） １６０ 口１ ○ △ △ ナデ ハケ ナデ ハケ

ケズリ 濃褐 淡褐 外面スス付着 S４４

４４ �区
SE２０６

土師器
甕 （６４） ３４ 底６ ○ △ ハケ ハケ ハケ ナデ 橙灰褐 灰褐 内外面スス付着 S５１

４５ �区
SE２０６

土師器
甕 （１５６）２１５ ５７ 底１２ ◎ ○ ○ ハケ ハケ後ナデ

ハケ 淡黄褐 淡褐
内外面スス
内面指頭圧痕
炭化物付着

TM１１７

４６ �区
SE２０６

土師器
甕 （５３） ２４ 底１２ △ △ ハケ ハケ ハケ

工具痕 濃灰褐 濃灰褐 内外面スス付着 S５２

４７ �区
SE２０６

土師器
高坏 （５２） ４０ ○ ○ △ △ ナデハケ後

ヘラミガキ
ハケ

ヘラミガキ ナデ ハケ 淡桃灰 淡灰褐 S４７

４８ �区
SE２０６

土師器
高坏 （４９）９６ ５４ 脚１１ ○ ○ △ ヘラミガキ ヘラミガキ ハケ ナデ 赤橙褐 灰褐 内外面赤彩

底部内面に黒斑有 S４６

５０ �区
SE２０６

土師器
台付壺 １０９ １１４ １０８ ８５ ８６ 口１２ ○ ◎ △ ハケ後ナデ ハケ

キザミ ハケ後ナデ ナデ 淡橙灰
褐

淡橙灰
褐

外面一部黒斑有
内面指頭圧痕有 SH８

－５６－



H１５年度畝田・寺中遺跡出土墨書土器観察表

番号 名称
法 量 遺存

／１２
胎土

焼
調 整 色調

産地 備 考 管理
番号製品 口径 器高 胴径 底径 頸径 砂 骨 礫 口縁外面 胴部外面 口縁内面 胴部内面 底部外面 外面 内面

５１ �区
SE２０６

土師器
壺 １３８（６１） １０６ 口６ ○ ○ △ △ ナデ ミガキ ハケ後

ミガキ マメツ 淡橙灰
褐

淡橙灰
褐 内面一部黒斑有 SH３

５２ �区
SE２０８

土師器
壺 （５８） ５０ 底１２ ○ ◎ △ ハケ後

ヘラミガキ

ケズリ後ナデ
ハケ後ナデ
ヘラケズリ

橙褐 橙褐 内外面黒斑 TM１２２

５３ �区
SE２０８

土師器
甕 １５０（４８） １２５ 口４ ◎ ○ ◎ 擬凹線７条 ナデ

ハケ後ナデ ナデ ヘラケズリ 淡橙褐 淡橙褐 外面スス付着
口縁内面指頭圧痕 TM１２３

５４ �区
SE２０８

土師器
甕 １５８（４３） １２４ 口２ ○ △ △ 擬凹線７条 ナデ ナデ

ハケ ケズリ 淡褐 橙灰褐 外面スス付着
内面指頭圧痕有 SH１

５５ �区
SE２０８

土師器
甕 （１７８）２４２ ４０ 底１２ ◎ ◎ △ ハケ ナデ 淡灰褐 淡褐 内面指頭圧痕 TM１２５

５６ �区
SE２０８

土師器
甕 １３８（１１９）１７０ １１９ 口２ ◎ ◎ ○ ナデ ハケ ナデ ヘラケズリ

後ナデ 橙褐 橙褐 TM１２４

５７ �区
SE２０８

土師器
甕 １７０（４６） １４８ 口２ ○ ○ △ ナデ

ハケ ハケ ナデ ケズリ 淡桃灰
褐

淡桃灰
褐 内外面スス付着 SH２

５８ �区
SE２０８

土師器
甕 （１３７） ６５ ◎ ◎ ◎ ヘラミガキ ナデ

ヘラミガキ 黄褐 暗灰 外面スス付着
内面工具痕 TM１２１

５９ �区
SE２０８

土師器
甕 （４９） ６０ 底１２ ◎ ◎ ○ ハケ後ナデ ハケ後ナデ 淡灰褐 暗灰 内面黒斑 TM１２０

６０ �区
SE２０８

土師器
鉢 ９８（６８）１０４ 口３ ○ △ △ △ マメツ

ミガキ
マメツ
ミガキ

マメツ
ミガキ

マメツ
ミガキ

淡桃灰
褐

淡桃灰
褐 SH４

６１ �区
SE２０８

土師器
器台 （１３４） ３６ △ △ ミガキ ミガキ ミガキ ミガキ 赤橙 赤橙 内外面赤彩

透かし穴４箇所有 SH７

６２ �区
SE２０８

土師器
器台 １５６（９２） 口７ ○ ○ △ △ ナデ ハケ後

ミガキ ナデ ミガキ
ナデ ハケ 淡桃灰 淡桃灰 透かし穴１箇所有 SH５

６３ �区
SE２０８

土師器
高坏 （８０） ３３ △ △ △ △ マメツ

ミガキ ハケ ナデ 橙褐 橙褐 透かし穴３箇所有 SH６

６４ �区
SK２０８

須恵器
無台坏 １１４ ３４ ７４ 口２ △ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ 回転ヘラ

切痕 灰 灰 口縁部重ね焼き痕 HK８

６５ �区
SK２０８

須恵器
無台坏 １３１ ３０ ８２ 口２ △ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ 回転ヘラ

切痕 灰 灰 口縁部重ね焼き痕 HK９

６６ �区
SK２０８

須恵器
無台坏 １３４ ３１ ９０ 口２ △ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ 回転ヘラ

切痕 灰 灰 口縁部重ね焼き痕 HK７

６７ �区
SK２０８

土師器
無台椀 １５２ ４７ ６０ 口９ △ △ △ ナデ ナデ ナデ ナデ 回転糸切痕 橙褐 橙褐 HK２

６８ �区
SK２０８

土師器
無台椀 １４４ ４５ ６４ 底７ ◎ ○ ナデ ナデ ナデ ナデ 淡褐 淡橙褐 HK３

６９ �区
SK２０８

土師器
無台椀 １５４ ４５ ５２ 口１１ △ ナデ ナデ ナデ ナデ 回転糸切痕 淡橙褐 淡橙褐 HK１

７０ �区
SK２０８

土師器
有台椀 （２５） ６３ 底７ ○ △ ○ △ ナデ ナデ ナデ 淡褐 淡褐 HK４

７１ �区
SK２０８

内黒
椀 １３５（４３） 口３ △ ナデ ナデ ミガキ ミガキ 淡橙褐 黒 HK５

７２ �区
SK２０８

白磁
碗 １５４（３２） 口２ 白磁釉 白磁釉 中国 胎土白色 HK６

７３ �区
SK２０８ 土錘 長６３厚３３ △ 淡褐 淡褐 HK１０

７４ �区
SK２１１

土師器
皿 ９５ ２４ ４４ 口７ ○ ○ 横ナデ 横ナデ 回転糸切痕 淡橙褐 淡橙褐 HK１５

７５ �区
SK２１１

土師器
皿 （１１） ４８ 底３ △ ナデ ナデ 回転糸切痕 淡橙褐 淡褐 HK１３

７６ �区
SK２１１

土師器
皿 ８７（１７） 口２ ○ △ ナデ ナデ 淡褐 淡褐 HK１４

７７ �区
SK２１１

土師器
台付碗 （３１） ８９ 底６ △ △ ナデ ナデ 回転糸切痕

ナデ 淡褐 淡褐 HK１２

７８ �区
SK２１１

土師器
壺 １７０（３２） 口１ ○ ○ ナデ ハケ マメツ マメツ 淡褐 淡褐 口縁部に棒状付文

有 HK１６

７９ �区
SK２１１

須恵器
瓶 灰 灰 穴径１１㎜ HK１７

８０ �区
SK２１１ 無孔土玉 ２２ ２０ 淡褐 淡褐 HK１９

８１ �区
SK２１１

須恵器
権状錘

径
３４．５

高さ
（２４） 灰 灰 穴径５㎜

重さ１９g A１０

８２ �区
SK２２６

土師器
甕 １７６（２０５）２１０ 口１ ○ △ △ ハケ ナデ ヘラケズリ 淡褐 淡灰褐 T１８

８３ �区
SK２２６

土師器
甕 １５３（１００） 口３ ○ ○ ○ ナデ ハケ ナデ マメツ 淡橙褐 淡橙褐 T１７

８４ �区
SK２２６

土師器
甕 １８８（５４） 口２ ○ △ マメツ マメツ マメツ マメツ 淡橙褐 淡橙褐 T２０

８５ �区
SK２２６

土師器
甕 １５０（８８） 口３ ◎ △ ナデ ナデ マメツ マメツ 淡橙褐 淡橙褐 T１９

８６ �区
SK２２６

土師器
甕 １６４（６０） １３６ 口２ ◎ △ ナデ ハケ ナデ ハケ 淡褐 淡褐 T１５

８７ �区
SK２２６

土師器
甕 １３８（９３） １００ 口２ ○ △ ナデ ハケ ナデ ヘラケズリ 淡橙褐 淡橙褐 T１６

８８ �区
SK２２６

土師器
高坏 １４４（６０） 口８ ○ △ ◎ ハケ後

ミガキ
ハケ後
ミガキ

ハケ後
ミガキ ハケ後ナデ 淡橙 淡橙 T２７

８９ �区
SK２２６

土師器
高坏 （７３） １１０ 底６ △ ○ △ ヘラミガキ

ハケ ナデ 淡灰褐 淡灰褐 T２５

９０ �区
SK２２６

土師器
高坏 （８９） ３５ 頸１２ △ ○ ○ ヘラミガキ ナデ 淡橙褐 淡橙褐 T２６

９１ �区
SK２２６

土師器
高坏 （９０） １０８ 底１ ○ △ △ ◎ マメツ マメツ 淡橙褐 淡橙褐 T２４

９２ �区
SK２２６

土師器
器台 （６１） ４８ 頸１２ ◎ △ ○ マメツ マメツ 淡橙褐 淡橙褐 T２３

９３ �区
SK２２６

須恵器
長頸壺 １０２（５０） 口１ △ ロクロナデ ロクロナデ 灰白 灰白 外面刷毛目模様 T１３

９５ �区
SD２０１

土師器
甕 ２９５（１１７） ２５１ 口３ ◎ △ △ 擬凹線９条ナデ ハケ ミガキ

ナデ
ミガキ
ケズリ

淡橙灰
褐 暗灰 F２５

９６ �区
SD２０１

土師器
甕 ３１８（７３） ２７８ 口２ ○ △ ○ ○ 擬凹線９条ナデ ハケ ミガキ

ナデ
ハケ
ケズリ

淡橙灰
褐

淡橙灰
褐

口縁部内面に指頭
圧痕有 F２７

９７ �区
SD２０１

土師器
甕 （３４４）（１０２） ３０８ 口１ ◎ △ ○ 擬凹線８条ナデ ハケ ナデ ハケ ナデ

ケズリ 淡灰褐 淡褐 口縁部内面に指頭
圧痕有 F２６

９８ �区
SD２０１

土師器
甕 ２１４（６０） １７７ 口２ ○ △ ○ 擬凹線７条

ナデ ハケ ナデ ハケ
ケズリ 赤褐 赤褐

口縁部外面スス付
着 口縁部内面に
指頭圧痕有

F２４

９９ �区
SD２０１

土師器
甕 １９０（５６） １４０ 口２ ◎ △ ○ ○ 擬凹線９条ナデ ナデ ナデ ケズリ 淡灰褐 淡灰褐 口縁部内面に指頭

圧痕有 F２１

１００ �区
SD２０１

土師器
甕 １６２（６０） 口４ ◎ △ △ ○ 擬凹線６条ナデ ナデ ナデ ケズリ 淡桃灰

褐
淡桃灰
褐

口縁部外面スス付
着 F２３

１０１ �区
SD２０１

土師器
甕 １４４（５６） １１９ 口２ ○ △ △ 擬凹線有

ナデ ナデ ナデ ケズリ 淡灰褐 灰褐 F２２

－５７－



H１５年度畝田・寺中遺跡出土遺物観察表

番号 名称
法 量 遺存

／１２
胎土

焼
調 整 色調

産地 備 考 管理
番号製品 口径 器高 胴径 底径 頸径 砂 骨 礫 口縁外面 胴部外面 口縁内面 胴部内面 底部外面 外面 内面

１０２ �区
SD２０１

土師器
甕 １７６（６１） １４８ 口１ ◎ ○ ナデ ハケ ナデ ナデ 淡灰褐 淡桃灰

褐 F１５

１０３ �区
SD２０１

土師器
甕 ２２５（５５） １７３ 口２ ○ △ ナデ ハケ ナデ ナデ 灰褐 灰褐 口縁部外面黒斑有 F３１

１０４ �区
SD２０１

土師器
甕 ２３６（４８） １８３ 口２ ○ △ ○ △ ナデ ハケ ナデ ハケ

ケズリ
淡橙灰
褐

淡橙灰
褐 F２９

１０５ �区
SD２０１

土師器
甕 ２２２（９５） １９３ 口２ ○ ナデ ハケ ハケ後ナデ ナデ 淡橙灰

褐
淡橙灰
褐 F３０

１０６ �区
SD２０１

土師器
甕 （２００）（８０） １６４ 口１ ◎ ○ ナデ ハケ ナデ ケズリ 灰褐 灰褐 F２８

１０７ �区
SD２０１

土師器
甕 １７３（１３７） １５４ 口２ ○ ○ △ ナデ ハケ ナデ ハケ ナデ

ケズリ 淡灰褐 淡灰褐 内面に指頭圧痕有 F３３

１０８ �区
SD２０１

土師器
甕 １９６（８０） １６２ 口２ △ △ △ ハケ後ナデ ハケ ハケ ハケ 灰褐 灰褐 F３２

１０９ �区
SD２０１

土師器
壺 １２０（４８） ８６ 口３ ○ △ △ ミガキ ハケ

ナデ ナデ ナデ 淡灰褐 淡橙灰
褐 F１４

１１０ �区
SD２０１

土師器
甕 １７０（５９） １０７ 口２ ◎ △ ○ ナデ ナデ 淡黄灰

褐
淡黄灰
褐 F１８

１１１ �区
SD２０１

土師器
壺 ２２２（７１） １７７ 口１ ◎ ナデ ハケ

ナデ ナデ ナデ 暗灰褐 黒 内面黒斑有 F１９

１１２ �区
SD２０１

土師器
壺 １０９（５２） 口４ ○ △ ○ ミガキ ミガキ 淡灰褐 淡桃灰

褐 F１３

１１３ �区
SD２０１

土師器
壺 １５６（５３） １０３ 口３ ○ △ ○ ○ ナデ ハケ

ナデ ハケ ナデ 淡灰褐 淡桃灰
褐 F１６

１１４ �区
SD２０１

土師器
壺 ８４（６２） ６３ 口８ ○ ○ ○ ミガキ ナデ 淡橙褐 淡橙灰

褐 F１２

１１５ �区
SD２０１

土師器
壺 （６３） １０６ △ △ △ ハケ

ナデ
ハケ
ケズリ

淡黄灰
褐

淡黄灰
褐 F２０

１１６ �区
SD２０１

土師器
脚部 （４０） ３９ ２０ 底１２ ○ ○ マメツ ナデ 淡灰黄 淡灰黄 EE９０

１１７ �区
SD２０１

土師器
壺・鉢台 （４４） ９０ 底５ △ ○ ハケ後ナデ ハケ

ナデ 褐 橙褐 内面黒斑有
外面錆付着 EE１０５

１１８ �区
SD２０１

土師器
脚部 （６８） ９６ ６０ 底２ ◎ ハケ ハケ 褐 褐 内外面錆付着 EE９１

１１９ �区
SD２０１

土師器
器台 ２３６（５２） 口１ △ △ △ ミガキ ミガキ 灰褐 桃灰褐 外面キザミ・沈線

・透かし穴有 F１７

１２０ �区
SD２０１

土師器
壺・鉢台 （４５） ９０ ４５ 底１１ ◎ ミガキ ミガキ 淡灰黄 淡灰黄 EE１０４

１２１ �区
SD２０１

土師器
器台 ９６（５０） ４２ 口１ ◎ △ ミガキ ミガキ ミガキ ケズリ 淡灰黄 淡灰黄 透し穴４ヵ所残る EE１０７

１２２ �区
SD２０１

土師器
器台 （２３）１７７ △ △ ミガキ ミガキ 淡桃灰 淡桃灰 内外面ややマメツ

外面スス付着 EE１０２

１２３ �区
SD２０１

土師器
器台 （２７）（１５２） ◎ △ ミガキ ミガキ 淡桃灰 淡桃灰 内外面マメツ 滴

型の透し穴８ヵ所残 EE１０３

１２４ �区
SD２０１

土師器
器台 ９４（６４） ４０ 口２ ◎ ミガキ ミガキ ミガキ ケズリ 淡橙黄 淡赤灰 内面ややマメツ EE１０６

１２５ �区
SD２０１

土師器
高坏 １９６（２８） 底１ ○ ○ ナデ ハケ

メ 工具痕
ハケ
ナデ

暗黄桃
褐

暗黄桃
褐

内面端部スス付着
外面ハケメと工具痕 EE１００

１２６ �区
SD２０１

土師器
高坏 １８０（１４） 底１ △ クシメ

キザミ
ハケ
ナデ 黒 黒 脚部に沈線巡る

外面端部にキザミ EE１０１

１２７ �区
SD２０１

土師器
高坏 ２５４（５０） 口１ ◎ ミガキ ミガキ ミガキ ミガキ 淡褐 淡褐 内外面錆付着

内面黒斑有 EE９９

１２８ �区
SD２０１

土師器
高坏 １５４（５０） 口３ △ ○ △ ナデ ケズリ後

ナデ ナデ ナデ 淡橙褐 赤灰褐 EE９８

１２９ �区
SD２０１

土師器
高坏 （６４） ４０ 頸１２ △ △ ハケ後ナデ ハケ後ナデ 黄灰褐 黄灰褐 外面磨滅 EE９６

１３０ �区
SD２０１

土師器
高坏 （９０） １４３ 底３ △ ミガキ

ナデ
ハケ
ナデ

淡黄灰
～淡桃

淡黄灰
～淡桃

透し穴３個残存
（穴径５㎜） EE９２

１３１ �区
SD２０１

土師器
高坏 （８１） ３４ 脚１２ △ ハケ後

ミガキ ケズリ 淡褐 淡桃褐
透し穴５個残存
（穴径４～５㎜）
内外面錆付着

EE９５

１３２ �区
SD２０１

土師器
高坏 （６３） ２７ 頸１２ ○ △ ミガキ ケズリ 淡黄桃

灰
淡黄桃
灰

透し穴４ヵ所
（穴径１２㎜） EE９７

１３３ �区
SD２０１

土師器
高坏 （５９） １０６ 底７ ◎ △ ミガキ

ナデ ケズリ 淡橙褐 淡灰褐 内底部黒斑 EE９４

１３４ �区
SD２０１

土師器
脚部 （３７） ７８ ３７ 底９ △ ○ ハケ ハケ 淡桃黄 淡桃黄 内外面錆付着 EE８９

１３５ �区
SD２０１

土師器
高坏 （７４） １３３ ３５ 底３ △ ミガキ ケズリ

ハケ
淡桃黄
褐

淡桃黄
褐 内外面剥離 EE９３

１３６ �区
SD２０１

土師器
鉢 ３０４（７７） 口２ ◎ △ △ ハケ

ナデ
ハケ
ナデ ナデ ハケ 淡灰褐 淡褐 外面接合痕有

スス付着 F３４

１３７ �区
SD２０１

土師器
小鉢 （４２） ３２ 底４ △ ミガキ ナデ 黄橙灰 黄橙灰 内面指頭圧痕 EE８４

１３８ �区
SD２０１

土師器
蓋 １１０ ６３ ツマミ

２８ ２７ 受７ ○ マメツ
ミガキ

マメツ
ミガキ

マメツ
ミガキ マメツ 黄褐 淡黄褐 EE８２

１３９ �区
SD２０１

土師器
蓋 ９６ ３７ ツマミ

３２ ２９ 受４ △ ◎ ナデ ハケ ナデ
ケズリ ハケ後ナデ 淡黄灰 淡黄灰 受け口に１カ所ス

ス付着 EE８０

１４０ �区
SD２０１

土師器
蓋 （２３） ツマミ

２９ １５ ツマミ
１２ △ △ ミガキ ミガキ 淡橙黄 淡橙黄 EE８１

１４１ �区
SD２０１

土師器
ミニチュア甕 ４８ ５０ １ 口１

以下 △ ナデ ナデ ナデ ナデ 淡灰黄 淡灰黄 EE８３

１４２ �区
SD２０１

手捏
土器 ５１ ３６ ３０ 口１

以下 △ △ 褐 褐 内外面錆付着
内面指頭圧痕 EE８５

１４３ �区
SD２０１

手捏
土器 ６６ ４０ ４４ 口２ △ △ ナデ ナデ 淡黄灰 淡黄灰 内面指頭圧痕

内面錆付着 EE８８

１４４ �区
SD２０１

手捏
土器 （３３） ３６ 底１２ △ ○ △ ナデ 淡黄灰 淡桃黄 EE８６

１４５ �区
SD２０１

手捏
土器 （３２） ４０ 底１２ ○ △ ナデ 淡黄灰 淡黄褐 EE８７

１４６ �区
SD２０１

須恵器
蓋 １０９（５２） ６１ 口２ ◎ △ ナデ ナデ

ケズリ ナデ ナデ 淡灰 淡灰 F５６

１４７ �区
SD２０１

須恵器
蓋 １４４（５３） ７７ 口４ ○ △ ナデ ナデ

ケズリ ナデ ナデ 暗灰 暗灰 F５８

１４８ �区
SD２０１

須恵器
蓋 １３８（４４） ６８ 口１ △ ナデ ナデ

ケズリ 灰 淡灰 F５４

１４９ �区
SD２０１

須恵器
蓋 １４８（３６） 口５ ○ △ ナデ ナデ

ケズリ ナデ ナデ 淡灰 淡灰 F５９

１５０ �区
SD２０１

須恵器
蓋 １５１（４１） 口４ ○ ナデ ナデ ナデ ナデ 暗灰 灰 F５３

１５１ �区
SD２０１

須恵器
蓋 １４９（３０） ８８ 口５ ○ ナデ ナデ ナデ ナデ 灰 灰 天井部外面ヘラ切

・ヘラ起こし F５５

－５８－



H１５年度畝田・寺中遺跡出土遺物観察表

番号 遺構 器種
法量 遺存

／１２
胎土 調 整 色調

産地 備 考 実測
番号口径 器高 胴径 底径 頸径 砂 骨 礫 赤 口縁外面 胴部外面 口縁内面 胴部内面 底部外面 外面 内面

１５２ �区
SD２０１

須恵器
坏 ９６（４４） 口１ ○ ナデ ナデ

ケズリ ナデ ナデ 暗灰 暗灰 F４８

１５３ �区
SD２０１

須恵器
無台坏 １０８（５２） ６５ 口１ ◎ ナデ ナデ

ケズリ ナデ ナデ 暗灰 灰 F５０

１５４ �区
SD２０１

須恵器
坏 １１０（４７） 口３ △ ナデ ナデ ナデ ナデ 灰 灰 接合痕有 F４５

１５５ �区
SD２０１

須恵器
無台坏 １１２ ５１ ６３ 口１ ◎ ナデ ナデ

ケズリ ナデ ナデ 灰 暗灰 外面降灰
接合痕有 F５１

１５６ �区
SD２０１

須恵器
坏 １２２（４８） 口５ △ ナデ ナデ

ケズリ ナデ ナデ 暗灰 暗灰 F４４

１５７ �区
SD２０１

須恵器
無台坏 １１２ ５２ ７８ 口１２ ○ ナデ ナデ

ケズリ ナデ ナデ
ケズリ 灰白 暗灰 F４２

１５８ �区
SD２０１

須恵器
無台坏 １０９（４０） ８０ 口２ ○ △ ナデ ナデ

ケズリ ナデ ナデ 暗灰 灰 F４９

１５９ �区
SD２０１

須恵器
無台坏 １２９（３８） ７４ 口５ △ △ ナデ ナデ

ケズリ ナデ ナデ 暗灰 暗灰 F４１

１６０ �区
SD２０１

須恵器
無台坏 １０９（３５） ６２ 口５ △ ナデ ナデ

ケズリ ナデ ナデ 暗灰 灰 F４７

１６１ �区
SD２０１

須恵器
無台坏 １１６ ４２ ７５ 口３ △ △ △ ナデ ナデ

ケズリ ナデ ナデ 白灰 白灰 接合痕有 F４６

１６２ �区
SD２０１

須恵器
無台坏 １１４ ３４ ７０ 口３ ○ ナデ ナデ ナデ ナデ 灰 灰 外面降灰 F５２

１６３ �区
SD２０１

須恵器
無台坏 １３２ ４３ ８０ 口２ △ ナデ ナデ

ケズリ ナデ ナデ 暗灰 暗灰 F４３

１６４ �区
SD２０１

須恵器
無台坏 １２０ ４０ ９７ 口７ ○ △ ナデ ナデ ナデ ナデ ヘラ切後

ナデ 灰 灰 口縁部重ね焼き痕 SH２９

１６５ �区
SD２０１

須恵器
無台坏 １１６ ３９ ８０ 口１２ ○ △ ナデ ナデ ナデ ナデ

ナデ ヘラ
切後ナデ
工具痕有

灰 灰 口縁部重ね焼き痕 SH２６

１６６ �区
SD２０１

須恵器
無台坏 １１４ ４０ ７６ 底６ ○ △ ナデ ナデ ナデ ナデ ヘラ切後

ナデ 灰白 灰 口縁部重ね焼き痕
有 SH４２

１６７ �区
SD２０１

須恵器
無台坏 ８６ 底６ △ ナデ ナデ ヘラ切後

ナデ 灰 灰 SH４４

１６８ �区
SD２０１

須恵器
無台坏 １２６ ３１ ９２ 口３ △ ナデ ナデ ナデ ナデ ヘラ切後

ナデ 淡灰白 淡灰白 内外面漆付着 SH３４

１６９ �区
SD２０１

須恵器
無台坏 ９４ 口３ ○ △ ナデ ナデ ナデ ナデ ナデ 灰 淡灰褐 外面一部降灰 SH３９

１７０ �区
SD２０１

須恵器
無台坏 ９０ 底１２ △ △ ナデ ナデ ヘラ切・ヘラ

起こし後ナデ 灰白 灰白 SH３２

１７１ �区
SD２０１

須恵器
無台坏 １０６ ３３ ７８ 口４ △ ナデ ナデ ナデ ナデ ヘラ切・ヘラ

起こし後ナデ 灰 灰 内面底部に重ね焼
き痕有 SH３５

１７２ �区
SD２０１

須恵器
無台坏 １２２ ３４ ８０ 口１ ○ △ ナデ ナデ ナデ ナデ ヘラ切・ヘラ

起こし・ナデ 灰 灰 内面緑灰色の付着
物有 SH４０

１７３ �区
SD２０１

須恵器
無台坏 １１８ ３１ ７４ 口１ ○ ナデ ナデ ナデ ナデ ヘラ切・ヘラ

起こし後ナデ 灰 灰
口縁部及び内面に
重ね焼き痕有
焼ぶくれ有

SH４１

１７４ �区
SD２０１

須恵器
無台坏 １２２ ３５ ９０ 口４ △ △ ナデ ナデ ナデ ナデ ヘラ切後

ナデ 灰 灰 口縁部重ね焼き痕 SH３６

１７５ �区
SD２０１

須恵器
無台坏 １３４ ３４ ９５ 口１２ △ △ ナデ ナデ ナデ ナデ ヘラ切後ナデ、

ヘラ起こし 濃灰 濃灰 口縁部重ね焼き痕 SH２７

１７６ �区
SD２０１

須恵器
無台坏 １１８ ３７ ９０ 口９ △ △ ナデ ナデ ナデ ナデ ヘラ切後ナデ

灯明痕 灰白 灰白 口縁部重ね焼き痕
口縁部打欠有 SH３１

１７７ �区
SD２０１

須恵器
無台坏 １１６ ３３ ９０ 底１２ △ △ ナデ ナデ ナデ ナデ

ヘラ切後ナデ、
工具痕、
ヘラ記号有

灰 灰 SH３３

１７８ �区
SD２０１

須恵器
無台坏 １３２ ３３ １１０ 口３ ○ △ ナデ ナデ ナデ ナデ ヘラ切後ナデ

ヘラ記号有 灰 灰 口縁部に重ね焼き
痕有 SH４３

１７９ �区
SD２０１

須恵器
無台坏 １４０ ３８ １０４ 口８ △ △ ナデ ナデ ナデ ナデ ヘラ切後

ナデ 淡灰褐 淡灰褐 口縁部重ね焼き痕 SH２８

１８０ �区
SD２０１

須恵器
無台坏 １４６ ３４ １１４ 口２ △ △ ナデ ナデ ナデ ナデ ヘラ切後

ナデ
灰
白灰 白灰 内外面に黒色付着

物有り SH３８

１８１ �区
SD２０１

須恵器
無台坏 １３０ ３６ ９６ 口３ ○ △ ナデ ナデ ナデ ナデ ヘラ切後

ナデ 灰 灰 SH３７

１８２ �区
SD２０１

須恵器
無台坏 １１６ 底９ ○ △ ナデ ナデ ヘラ切後

ナデ 灰 灰 SH４５

１８３ �区
SD２０１

須恵器
有台坏 １４０ ４１ ９７ 口９ ○ △ ナデ ナデ ナデ ナデ ヘラ切・ヘラ

起こし後ナデ 灰 灰
底部外面及び外面
側部に墨痕有
口縁部打欠有

SH２４

１８４ �区
SD２０１

須恵器
有台坏 １３６ ４５ ８４ 口７ △ △ ナデ ナデ ナデ ナデ ヘラ切後

ナデ 淡灰褐 淡灰褐 口縁部打欠有 SH２０

１８５ �区
SD２０１

須恵器
有台坏 １４２ ４０ ９２ 口１ △ △ ナデ ナデ ナデ ナデ ヘラ切後ナデ

ヘラ記号 灰 淡灰桃 SH２３

１８６ �区
SD２０１

須恵器
有台坏 １６６ ４５ １１６ 口２ △ ナデ ナデ ナデ ナデ 自然釉 濃灰 灰 SH１８

１８７ �区
SD２０１

須恵器
有台坏 ９２ ４２ ５６ 口１ ○ △ ナデ ナデ ナデ ナデ ヘラ切後

ナデ 灰 灰 外面体部一部自然
釉 SH２１

１８８ �区
SD２０１

須恵器
有台坏 １１２ ３６ ８０ 口４ △ ナデ ナデ ナデ ナデ ヘラ切後ナデ

ヘラ記号 灰 灰 SH１９

１８９ �区
SD２０１

須恵器
有台坏 １３０ ４１ ８３ 口３ ○ ナデ ナデ ナデ ナデ ナデ 灰 灰

口縁部重ね焼き痕
底部外面及び外面
側部に墨痕有り

SH２５

１９０ �区
SD２０１

須恵器
有台坏 １２６ ５５ ６５ 口４ ○ △ ナデ ナデ

ケズリ ナデ ナデ ナデ 濃灰 淡灰褐 内面及び底部に降
灰 SH２２

１９１ �区
SD２０１

須恵器
蓋 １５２ ３１ ツマミ

３６ 口５ ○ △ ナデ ナデ ナデ ナデ 灰 灰白 天井部ヘラ切後ナデ
外面にヘラ記号有 T６８

１９２ �区
SD２０１

須恵器
蓋 １４７ ２７ ツマミ

２７ 口５ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ 灰 灰白 天井部ヘラ切後ナデ T７０

１９３ �区
SD２０１

須恵器
高坏か １０６（３９） 口２ ◎ △ ナデ ナデ ナデ ナデ 淡灰 淡灰 内外面降灰 F５７

１９４ �区
SD２０１

須恵器
高坏 （５８） ８９ ４８ 底１ △ △ ナデ

カキメ ナデ 暗灰 暗灰
脚部と坏部の接合
痕有 脚部に透か
し穴有

F３７

１９５ �区
SD２０１

須恵器
高坏 （４８） ８１ ４３ 底３ △ △ ナデ ナデ 灰 灰

脚部と坏部の接合
痕有 脚部に透か
し穴有

F３９

１９６ �区
SD２０１

須恵器
壺 １０５（３８） 口２ △ △ ナデ ナデ ナデ ナデ 暗灰 暗灰 内外面降灰 F４０

１９７ �区
SD２０１

須恵器
壺 （２９） △ 灰 灰 外面櫛書模様有 F３８

１９８ �区
SD２０１

須恵器
壺 ○ △ 灰 灰 外面波状文 F３５

－５９－



H１５年度畝田・寺中遺跡出土遺物観察表

番号 遺構 器種
法量 遺存

／１２
胎土 調 整 色調

産地 備 考 実測
番号口径 器高 胴径 底径 頸径 砂 骨 礫 赤 口縁外面 胴部外面 口縁内面 胴部内面 底部外面 外面 内面

１９９ �区
SD２０１

須恵器
壺 ◎ △ 灰 灰 外面波状文

内面降灰 F３６

２００ �区
SD２０１

須恵器
長頸壺 （１６０） ３６ 頸１２ △ ロクロナデ ロクロナデ 灰白 灰白 内外面自然釉

外面沈線２本有 T７５

２０１ �区
SD２０１

須恵器
瓶 （１０２）１９３ １１４ 底５ △ ロクロナデ ロクロナデヘラ起こし痕有 灰白 灰 T７１

２０２ �区
SD２０１

須恵器
小壺 （７１）１０１ ２７ 底６ ○ ロクロナデ

ヘラケズリ ロクロナデ 灰 灰 外面櫛目模様
降灰 T７３

２０３ �区
SD２０１

須恵器
甕 ２２０（１１０） １８４ 口１ ◎ △ ナデ タタキ ナデ タタキ 灰黄 灰白 内外面降灰有 T７４

２０４ �区
SD２０１

須恵器
鉢 ２７６（７５） 口１ ○ △ ハケ後ナデハケ後ナデ カキメ カキメ 灰白 灰白 T７２

２０５ �区
SD２０１

土師器
甕 ８７（５０）８７ 口３ ○ △ △ ミガキ ミガキ ミガキ ハケ

ナデ
淡赤灰
褐 橙褐 外面・内面口縁部

赤彩 F３

２０６ �区
SD２０１

土師器
甕 １１５（１００）１３０ １１０ 口１ ○ △ ナデ ハケ

ナデ ナデ ハケ 桃灰褐 褐 接合痕有
外面スス付着 F２

２０７ �区
SD２０１

土師器
甕 ２３６（９１） ２０３ 口１ ○ △ △ △ ナデ カキメ

ハケ ナデ ハケ
カキメ 淡灰褐 灰褐 F１

２０８ �区
SD２０１

土師器
壺 ９０（３６） 口２ △ △ △ ヘラミガキヘラミガキ沈線キザミ ナデ ナデ 淡橙褐 淡橙褐 T５５

２０９ �区
SD２０１

土師器
壺 １１７（３９） 口１ ○ △ △ ハケ後

ヘラミガキ
ハケ後
ヘラミガキハケ後ナデハケ後ナデ 淡黄褐 淡橙褐 外面キザミ有 T５６

２１０ �区
SD２０１

土師器
不明 （２５） ○ △ △ マメツ ミガキ 淡黄褐 淡黄褐 T５３

２１１ �区
SD２０１

内黒
高坏 （６５） ８６ 底２ △ ◎ ○ ナデ ヘラ

ミガキナデ
ヘラミガキ
ナデ 淡橙褐 黒 T６３

２１２ �区
SD２０１

土師器
鉢 １０７（４７） 口２ ○ ミガキ ミガキ ミガキ ミガキ 淡橙灰

褐
淡橙灰
褐

内外面赤彩
把手１個残存 F４

２１３ �区
SD２０１

土師器
鉢 １４８（４４） 口２ △ 横ナデ ナデ ナデ ハケ後ナデ 淡黄褐 淡黄褐 T６５

２１４ �区
SD２０１

土師器
鉢 １４０（５３） 口４ △ △ △ 横ナデ ヘラミガキ 横ナデ ヘラミガキ 淡橙褐 淡橙褐 T６４

２１５ �区
SD２０１

土師器
鉢 １５２（４４） 口３ △ 横ナデ ヘラケズリ

後ナデ 横ナデ ナデ 淡赤橙
褐

淡赤橙
褐 内外面化粧土 T６６

２１６ �区
SD２０１

土師器
鉢 １７０（５９） 口１ ○ △ 横ナデ ヘラケズリ 横ナデ ナデ 淡黄褐 淡黄褐 T６７

２１７ �区
SD２０１

内黒
椀 １０６（５２） 口１ △ ナデ ハケ ヘラミガキ ヘラミガキ 黄褐 黒 外面に黒斑有 T６１

２１８ �区
SD２０１

内黒
鉢 １３２（５５）１３２ 口３ △ △ △ ナデ ナデ

キザミ ヘラミガキ ヘラミガキ 淡褐 黒 外面体部にヘラ記
号のような痕有 T５８

２１９ �区
SD２０１

内黒
鉢 １４８（５０） 口２ △ ○ △ 横ナデ ハケ ヘラミガキ ヘラミガキ 淡黄褐 黒 T６２

２２０ �区
SD２０１

内黒
鉢 １５８（５３） 口１ △ △ 横ナデ ナデ ヘラミガキ ヘラミガキ 淡橙褐 黒 T６０

２２１ �区
SD２０１

内黒
無台椀 １４８（４５） 口２ △ △ 横ナデ ナデ ヘラミガキ ヘラミガキ 暗灰 黒 外面全体的に黒斑

有 T５９

２２２ �区
SD２０１

土師器
甑 （４９） ８６ 底４ ◎ ハケ ハケ後

ヘラケズリ 橙褐 淡褐 T５７

２２３ �区
SD２０１

土師器
把手 （７７） ○ △ ハケ ヘラケズリ 赤褐色 赤褐色 T５４

２２４ �区
SD２０１

土師器
甑 （３４） １３ 底１２ ○ ハケ ナデ 褐 黒 T４９

２２５ �区
SD２０１

土師器
甑 （２３） １２ 底５ △ ナデ ナデ 淡黄褐 淡黄褐 T５０

２２６ �区
SD２０１

土師器
甑 （２４） １８ 底６ ○ △ ナデ ナデ 淡黄褐 淡灰褐 T５１

２２７ �区
SD２０１

磁器
碗 ７８ 底１ 青磁釉 青磁釉 見込み型押し Q４０

２２８ �区
SD２０１ 鞴の羽口 （５７）（４２） △ 淡灰褐 淡橙灰

褐 F５

２２９ �区
SD２０１ 土錘 長６９厚４４ 孔径１０㎜

重さ１２０g T４８

２３０ �区
SD２０１ 土錘 長６２厚３４ 孔径１０㎜

重さ６８．１g T４６

２３１ �区
SD２０１ 土錘 長８２厚４５ 孔径１２㎜

重さ１５０g T４７

２３２ �区
SD２０１ 土錘 長６３厚４１ 孔径１１㎜

重さ８６．２g T４５

２３３ �区
SD２０１ 土錘 長５４厚３８ 孔径６㎜

重さ６３．１g T４２

２３４ �区
SD２０１ 土錘 長４９厚２７ 孔径６㎜

重さ２８．８g T３９

２３５ �区
SD２０１ 土錘 長６２厚３２ 孔径８㎜

重さ６５．３g T４４

２３６ �区
SD２０１ 土錘 長５６厚３３ 孔径９㎜

重さ５１．８g T４３

２３７ �区
SD２０１ 土錘 長７８厚２２ 孔径５㎜

重さ２６．３g T４０

２３８ �区
SD２０１ 土錘 長６７厚１９ 孔径５㎜

重さ２２．７g HK８７

２３９ �区
SD２０１ 土錘 長４８厚１７ 孔径４㎜

重さ１０．４g T４１

２４０ �区
SD２０１ 土錘 長３０厚２２ 孔径７㎜

重さ１２．３g棗玉形 HK８８

２４１ �区
SD２０１

土師器
不明 ４１ ２２ 厚さ１９㎜ 穿孔有 T５２

２４２ �区
SD２２５

土師器
甕 １８０（１８６）１９６ １５４ 口１１ ○ △ △ 擬凹線７条ナデ ハケ ナデ ヘラケズリ 灰褐 灰褐 口縁部外面スス付

着 SH１５

２４３ �区
SD２２２

土師器
甕 １７６（６２） １５０ 口７ ○ △ 擬凹線有

ナデ ナデ ケズリ 淡橙灰
褐

淡橙灰
褐

口縁部内面に指頭
圧痕有 SH１１

２４４ �区
SD２２３

土師器
甕 （４３） ３２ 底６ ○ △ ハケ ケズリ 橙灰褐 橙 SH１３

２４５ �区
SD２２７

土師器
甕 （１０９） ４８ 底１２ △ ハケ後

ミガキ
ハケ後ナデ
ハケミガキ ヘラ記号 淡灰褐 黒褐 内外面黒斑有 SH１７

２４６ �区
SD２２２

土師器
甕 １３０（７０） １１８ 口８ △ △ △ ナデ ハケ ナデ

ハケ ケズリ 灰橙褐 灰橙褐 SH１０

２４７ �区
SD２２２

土師器
甕 １３０（６２） ９２ 口６ ◎ △ 擬凹線８条

マメツ マメツ マメツ
ナデ ケズリ 淡赤橙 淡赤橙 SH１２

２４８ �区
SD２２２

土師器
壺 ９０ １３６ １２２ ３２ 口１ ◎ △ マメツ マメツ マメツ マメツ 淡橙灰 淡灰褐 外面一部黒斑有 SH１４

－６０－



H１５年度畝田・寺中遺跡出土遺物観察表

番号 遺構 器種
法量 遺存

／１２
胎土 調 整 色調

産地 備 考 実測
番号口径 器高 胴径 底径 頸径 砂 骨 礫 赤 口縁外面 胴部外面 口縁内面 胴部内面 底部外面 外面 内面

２４９ �区
SD２２２

土師器
鉢 １０８ ６２ １８ 口３ ○ ○ ナデ ハケ

ケズリ ケズリ ハケ
ケズリ 淡灰橙 淡灰桃 SH１６

２５０ �区
SD２２２

須恵器
蓋 （３７）ツマミ２７

ツマミ
１２ △ △ ナデ ナデ 灰白 灰白 天井部カキメ EE６６

２５１ �区
SD２２２

須恵器
有台坏 １１８ ４１ ７６ 口２ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ記号 灰 灰 EE６５

２５２ �区
SD２２２

須恵器
有台坏 １１８ ４３ ８５ 口１ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ 暗灰 灰 HK８６

２５３ �区
SD２２２

須恵器
無台坏 １２３ ３３ ７８ 口２ △ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ

ヘラ切後
ナデ ヘラ
起こし痕

灰白 灰白 EE６７

２５４ �区
SD２２２

須恵器
高坏 （７１） 脚４６ 脚４ △ ナデ 灰 灰 透かし穴３箇所 EE７９

２５５ �区
SD２２２

土師器
甕 ２９４（７４） 口２ △ △ ナデ カキメ カキメ カキメ 淡桃黄 淡黄褐 EE６８

２５６ �区
SD２２２

土師器
把手

長
（６４）

幅
（３４）

厚
（３３） ○ ○ 淡桃灰 淡桃灰 EE７８

２５７ �区
SD２２２

土師器
椀 （４６） ６７ 底１ ○ △ ナデ ナデ 淡褐 淡褐 内外面赤彩 EE６９

２５８ �区
SD２２２

土師器
鉢 （３２） ５８ 底１２ ◎ ○ ナデ ロクロナデ 淡橙黄 淡橙黄 貼り付け高台 EE５１

２５９ �区
SD２２２

土師器
椀 （２５） ７５ 底１ ○ △ ナデ ナデ 淡灰桃 淡灰桃 EE５２

２６０ �区
SD２２２

土師器
椀 （２５） ４６ 底１２ ○ ナデ ナデ 淡桃灰 淡桃灰 EE５０

２６１ �区
SD２２２

土師器
椀 ８６ ３９ ３８ 口３ ○ △ ナデ ナデ ナデ ナデ 糸切り底 淡桃灰 淡桃灰 EE５９

２６２ �区
SD２２２

土師器
椀 （２０） ３９ 底１０ △ ◎ 糸切り底 褐 褐 EE５４

２６３ �区
SD２２２

土師器
椀 （３２） ５７ 底１２ △ ◎ ナデ ナデ 糸切り底 淡黄褐 淡黄褐 EE６０

２６４ �区
SD２２２

内黒
椀 （４１） ５８ 底１２ △ ナデ ミガキ 淡黄灰 黒褐 EE４６

２６５ �区
SD２２２

内黒
椀 （１５） ４２ 底９ △ △ ナデ ミガキ 淡桃灰 黒褐 EE４５

２６６ �区
SD２２２

内黒
椀 （２１） ６７ 底４ △ ナデ ミガキ 黄褐 黒褐 EE４７

２６７ �区
SD２２２

土師器
皿 ９８ １８ ３７ 口４ ◎ △ ◎ ナデ ナデ ナデ ナデ 糸切り底 明橙桃 明橙桃 EE５６

２６８ �区
SD２２２

土師器
皿 ８８ １９ ４６ 口２ ◎ △ ナデ ナデ ナデ ナデ 糸切り底 橙桃褐 橙桃褐 EE５７

２６９ �区
SD２２２

土師器
皿 ８６ １９ ４２ 口１ ○ ○ ナデ ナデ ナデ ナデ 糸切り底 淡黄桃 淡黄桃 EE５３

２７０ �区
SD２２２

土師器
皿 （２０） ６６ 底１０ △ △ △ ナデ ナデ 糸切り底 淡黄桃 淡黄桃 EE６１

２７１ �区
SD２２２

土師器
皿 （２９） ５６ 底１２ △ ○ ナデ ナデ 糸切り底 淡桃黄 淡桃黄 EE５５

２７２ �区
SD２２２

土師器
皿 （２８） ７２ 底６ ◎ △ ○ ナデ ナデ 糸切り底 淡灰黄 淡灰黄 EE６２

２７３ �区
SD２２２

土師器
皿 （３７） ６０ 底１２ △ 糸切り底 淡桃灰 淡桃灰 EE５８

２７４ �区
SD２２２

土師器
皿 （３６） ６４ 底１２ ◎ ◎ 糸切り底 淡黄灰 淡黄灰 内外面にスス付着

底部に打ち欠きか EE６３

２７５ �区
SD２２２

土師器
皿 （３７） ６４ 底２ △ △ マメツ マメツ 糸切り底 淡橙黄 淡橙黄 EE６４

２７６ �区
SD２２２

土師器
皿 ８７ ２１ ８７ 口６ △ △ △ ナデ ナデ ナデ ナデ 暗黄褐 暗黄褐 内外面に油痕有 EE３６

２７７ �区
SD２２２

土師器
皿 ９０（１９） ３８ 口２ △ △ ナデ ナデ ナデ ナデ 淡黄灰 淡灰黄 底部に工具痕有 EE３９

２７８ �区
SD２２２

土師器
皿 １００ ２９ ２８ 口６ △ △ ナデ ナデ ナデ ナデ 淡黄灰 淡灰黄 EE３８

２７９ �区
SD２２２

土師器
皿 ８２ １３ ６４ 口１１ △ △ ナデ ナデ ナデ ナデ 指頭圧痕 淡黄灰 淡黄灰 EE３７

２８０ �区
SD２２２

土師器
皿 ８５ １１ ６４ 口６ △ ◎ ナデ ナデ ナデ ナデ 淡桃橙 淡桃橙 EE４０

２８１ �区
SD２２２

土師器
皿 １４２ ２８ ９０ 口４ ○ △ ナデ ナデ ナデ ナデ 淡黄桃 淡黄桃 外面体部に指頭圧

痕有 EE４３

２８２ �区
SD２２２

土師器
皿 １４２ ２６ ７４ 口４ △ ○ ナデ ナデ ナデ ナデ 淡黄 淡黄 EE４２

２８３ �区
SD２２２

土師器
皿 １４２ ２７ 口３ △ ナデ ナデ ナデ ナデ 工具痕 淡桃黄 淡桃黄

外面体部に指頭圧
痕有
口縁歪み、油痕有

EE４４

２８４ �区
SD２２２

瓦質土器
椀 １５５（４５） 口３ ミガキ ミガキ ミガキ ミガキ 黒褐 濃灰 京都 穿孔１ヵ所有 EE７５

２８５ �区
SD２２２

磁器
碗 １６１（４４） 口２ 白磁釉 白磁釉 中国 胎土色灰色 EE８

２８６ �区
SD２２２

磁器
碗 １７５（４３） 口１ 白磁釉 白磁釉 中国 胎土色灰白色 EE９

２８７ �区
SD２２２

磁器
碗 １５９（３３） 口１ 白磁釉 白磁釉 中国 胎土色灰白色 EE１３

２８８ �区
SD２２２

磁器
碗 （２３） ６１ 底２ 白磁釉 白磁釉 中国

胎土色灰白色 外
面底部から高台無
釉 見込み胎土目

EE７

２８９ �区
SD２２２

磁器
碗 （２９） ６０ 底１ 白磁釉 白磁釉 中国 胎土色灰白色 外面

底部から高台無釉 EE１６

２９０ �区
SD２２２

磁器
碗 （３６） ５５ 底２ 白磁釉 白磁釉 中国 胎土色灰白色 外面

底部から高台無釉 EE１１

２９１ �区
SD２２２

磁器
碗 １５２（４３） 口１ 白磁釉 白磁釉 中国 胎土色白色 EE１０

２９２ �区
SD２２２

磁器
皿 （１７） ３４ 底６ 白磁釉 白磁釉 中国 胎土色灰白色 外面

底部から高台無釉 EE１２

２９３ �区
SD２２２

磁器
皿 （８） ７２ 底２ 白磁釉 白磁釉 中国 陽刻 胎土色淡灰

白色 EE１７

２９４ �区
SD２２２

磁器
碗 （１７） ４６ 底１０ 透明釉 透明釉 中国 染付

高台に砂・礫付着 EE６

２９５ �区
SD２２２

磁器
碗 ９１（１８） 口１ 青磁釉 青磁釉 中国 EE１５

２９６ �区
SD２２２

陶器
碗 ９５（２３） 口１ 鉄釉 鉄釉 EE１４

－６１－



H１５年度畝田・寺中遺跡出土遺物観察表

番号 遺構 器種
法量 遺存

／１２
胎土 調 整 色調

産地 備 考 実測
番号口径 器高 胴径 底径 頸径 砂 骨 礫 赤 口縁外面 胴部外面 口縁内面 胴部内面 底部外面 外面 内面

２９７ �区
SD２２２

珠洲
甕 （３６） 口１ △ 灰 白灰 T３６

２９８ �区
SD２２２

珠洲
甕 （２５） 口１ ○ ロクロナデ ロクロナデ 灰 灰 T３５

２９９ �区
SD２２２

珠洲
甕 ３５２（９０） 口１ △ △ ロクロナデ タタキ ナデ 当具痕 白灰 白灰 内外面降灰有

内面指頭圧痕有 T３７

３００ �区
SD２２２

珠洲
壺 ２０８（１２１） ２１０ 口４ △ △ ナデ タタキ ナデ ナデ T３８

３０１ �区
SD２２２

珠洲
鉢 ２８０（７４） 口１ △ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ 暗灰 暗灰 T３２

３０２ �区
SD２２２

珠洲
鉢 （４５） 口１ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ 青灰 青灰 T３３

３０３ �区
SD２２２

珠洲
鉢 ２７８（１１１） １１０ 口１ ○ △ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ 糸切痕 灰 灰 T３１

３０４ �区
SD２２２

珠洲
鉢 ３００（４７） 口１ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ 灰褐 灰褐 T３４

３０５ �区
SD２２２

珠洲
片口鉢 ２９０（１０７） 口２ △ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ 灰 灰 T２９

３０６ �区
SD２２２

珠洲
片口鉢 ２６８ １１７ １１０ 口１ ○ △ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ 糸切痕 淡褐灰 灰 T３０

３０７ �区
SD２２２

珠洲
鉢 （７３） １６６ 底５ △ ナデ ナデ 淡褐 淡褐 内外面及び断面に

スス付着 T２８

３０８ �区
SD２２２ 鞴の羽口 内径１０２ 厚２５ HK４３

３０９ �区
SD２２２ 鞴の羽口 内径９０ 厚２５ HK４４

３１０ �区
SD２２２ 有孔土玉 長３２厚３０ 淡褐 孔径５㎜

重さ２５g HK９０

３１１ �区
SD２２２ 土錘 長４１厚３６ 淡桃灰 孔径１２㎜

重さ４２g EE２７

３１２ �区
SD２２２ 土錘 長６９厚４４ 淡黄灰 孔径１０㎜

重さ９０g EE２２

３１３ �区
SD２２２ 土錘 長５７厚３８ 淡桃灰 孔径１３㎜

重さ６０g EE２５

３１４ �区
SD２２２ 土錘 長５６厚３８ 淡黄橙

褐
孔径１２㎜
重さ６０g EE２３

３１５ �区
SD２２２ 土錘 長５３厚３２ 淡橙褐 孔径１４㎜

重さ４３g EE２４

３１６ �区
SD２２２ 土錘 長５２厚１３ 明黄灰 孔径３㎜

重さ７g EE３４

３１７ �区
SD２２２ 土錘 長４７厚１４ 淡褐 孔径５㎜

重さ８g Q２

３１８ �区
SD２２２ 土錘 長４７厚１４ 淡橙白 孔径４㎜

重さ７g Q１

３１９ �区
SD２２２ 土錘 長５３厚１６ 暗灰 孔径６㎜

重さ８g EE３５

３２０ �区
SD２２２ 土錘 長４３厚１５ 黄灰 孔径６㎜

重さ８g EE２１

３２１ �区
SD２２２ 土錘 長４９厚１８ 淡灰黄 孔径６㎜

重さ１３g EE２６

３２２ �区
SD２２２ 土錘 長５６厚２１ 暗灰 孔径４㎜

重さ１２g EE３３

３２３ �区
SD２２２ 土錘 長５３厚３０ 赤褐 孔径９㎜

重さ３３g EE２０

３２４ �区
SD２２２ 土錘 長５１厚２１ 淡桃灰 孔径５㎜

重さ１６g EE３２

３２５ �区
SD２２２ 土錘 長５０厚２２ 淡黄灰 孔径８㎜

重さ２３g EE１８

３２６ �区
SD２２２ 土錘 長４６厚２６ 淡灰黄 孔径６㎜

重さ２０g EE２８

３２７ �区
SD２２２ 土錘 長４１厚２３ 淡灰白 孔径１０㎜

重さ１５g EE２９

３２８ �区
SD２２２ 土錘 長５２厚１７ 淡黄灰 孔径６㎜

重さ１４g EE３０

３２９ �区
SD２２２ 土錘 長６７厚１７ 淡褐 孔径５㎜

重さ１５g Q３

３３０ �区
SD２２２ 土錘 長７４厚２１ 淡黄灰 孔径５㎜

重さ２８g EE３１

３３１ �区
SD２２２ 土錘 長７２厚１７ 淡黄灰 孔径４㎜

重さ１７g EE１９

３３２ �区
SD２２２ 土錘 長５０厚１８ 淡灰褐 孔径５㎜

重さ１４g HK８９

３３３ �区
SD２２２ 土錘 長７２厚１８ 暗褐 孔径６㎜

重さ１５g Q４

３４２ �区
SD２４０

須恵器
有台坏 １１０ ４５ ７３ 口１０ ○ ○ △ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切後

ナデ 青灰 青灰 高松 袋文字「人」 S１７

３４３ �区
P２０

須恵器
無台坏 １１８ ３４ ８６ 口９ ○ △ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切後

ナデ 灰白 灰白 袋文字「人」
１箇所打欠 TM２８０

３４４ �区
SD２２２

須恵器
有台坏 １２０ ３６ ８５ 口９ △ △ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切後

ナデ 灰 灰白 袋文字「人」
１箇所打欠 TM２８１

３４５ �区
SD２２２

須恵器
蓋 ２６ ３４ １８６ 口９ ○ ○ ○ ロクロナデ 天井ヘラ

ケズり ロクロナデ ロクロナデ 灰 灰 袋文字「人」 TM３５

３４６ �区
SD２４０

須恵器
無台坏 １６０ ２４ １３０ 口７ △ △ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切後

ナデ 灰 灰 袋文字「人」
１箇所打欠 TM２１６

３４７ �区
SD２４０

須恵器
蓋 ２５ ２３ １３２ 口８ △ ○ ○ ロクロナデ 天井ヘラ

ケズり ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切後
ナデ 淡灰 淡灰 末 袋文字「人」 E２８

３４８ �区
SD３０３

須恵器
蓋 ２２ ２０ １３２ 口７ ○ ○ ○ ロクロナデ 天井ヘラ

ケズり ロクロナデ ロクロナデ ナデ 灰 灰 末 袋文字「人」 E３０

３４９ �区
SD２４０

須恵器
無台坏 １１９ ２９ ７６ 口７ △ △ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切後

ナデ 淡灰 淡灰 末 袋文字「人」 TM５３

３５０ �区
SD２４０

須恵器
無台坏 １２４ ３３ ９８ 口９ ○ △ △ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切後

ナデ 淡灰 淡灰 袋文字「人」灯心
油痕 １箇所打欠 FJ１０

３５１ �区
SD２４０

須恵器
無台坏 １１５ ３４ ７６ 口７ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ

ヘラ切後
ナデ ヘラ
起こし痕

淡灰 淡灰 高松 袋文字「人」 TM３９

３５２ �区
SD２４０

須恵器
無台坏 １１６ ３９ ８０ 口１０ ○ ○ ○ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ

ヘラ切後
ナデ ヘラ
記号

淡灰 淡灰 高松 袋文字「人」 TM４０

３５３ �区
SD２４０

須恵器
無台坏 （１９） ８０ △ ○ △ △ ロクロナデ ヘラ切後

ナデ 淡灰 淡灰 高松 袋文字「人」 TM４４

３５４ �区
SD２４０

須恵器
無台坏 １２８ ３４ ８０ 口１０ ○ ○ ◎ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切後

ナデ 灰 灰 高松 袋文字「人」 TM４５

－６２－



H１５年度畝田・寺中遺跡出土遺物観察表

番号 遺構 器種
法量 遺存

／１２
胎土 調 整 色調

産地 備 考 実測
番号口径 器高 胴径 底径 頸径 砂 骨 礫 赤 口縁外面 胴部外面 口縁内面 胴部内面 底部外面 外面 内面

３５５ �区
SD２４０

須恵器
無台坏 １２０ ２８ ８６ 口８ ◎ ◎ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ

ヘラ切後
ナデ ヘラ
起こし痕

淡灰 淡灰 高松 袋文字「人」 TM４１

３５６ �区
SD２４０

須恵器
無台坏 １２８ ３２ ８０ 口２ △ △ △ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切後

ナデ 淡灰 淡灰 末 袋文字「人」 TM５４

３５７ �区
SD２４０

須恵器
無台坏 １１６ ３９ ８０ 口１０ ○ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切後

ナデ 淡灰 淡灰 高松 袋文字「人」 TM４６

３５８ �区
SD２４０

須恵器
無台坏 １２０ ３９ ８２ 口７ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切後

ナデ 淡灰 淡灰 高松 袋文字「人」 TM４２

３５９ �区
SD２４０

須恵器
無台坏 １２２ ３４ ８６ 口５ ○ ○ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切後

ナデ 淡灰 淡灰 高松 袋文字「人」 TM５０

３６０ �区
SD２４０

須恵器
無台坏 １１１ ３２ ７８ 口７ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ

ヘラ切後
ナデ ヘラ
起こし痕

淡白灰 淡白灰 高松 袋文字「人」 TM３８

３６１ �区
SD２４０

須恵器
無台坏 １２０ ３９ ９０ 口７ ○ ○ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切後

ナデ 淡灰 淡灰 末 袋文字「人」灯心
油痕 １箇所打欠 TM５２

３６２ �区
SD２４０

須恵器
無台坏 １２６ ３２ ９０ 口６ ○ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切後

ナデ 淡灰 淡灰 末 袋文字「人」
１箇所打欠 TM５１

３６３ �区
SD２４０

須恵器
無台坏 １３０ ３４ ９４ 口７ ○ ○ ○ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切後

ナデ 淡灰 淡灰 高松 袋文字「人」 TM４３

３６４ �区
SD２４０

須恵器
無台坏 １１８ ３４ ８０ 口３ △ ○ △ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切後

ナデ 淡灰 淡灰 高松 袋文字「人」 TM４７

３６５ �区
SD２４０

須恵器
有台坏 １２０ ３７ ８８ 口７ ○ ○ ロクロナデ 天井ヘラ

ケズり ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切後
ナデ 暗灰 暗灰 末 袋文字「人」 E２２

３６６ �区
SD２４０

須恵器
有台坏 １１８ ４８ ７６ 口１０ ○ ○ △ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切後

ナデ 灰 灰 高松 袋文字「人」 S１９

３６７ �区
SD２４０

須恵器
有台坏 １１６ ４０ ７４ 口５ △ ○ ○ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切後

ナデ 灰 淡灰 高松 袋文字「人」 S２６

３６８ �区
SD２４０

須恵器
有台坏 １０９ ４２ ６８ 口１２ ○ △ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切後

ナデ 灰白 灰白 袋文字「人」 TM２１５

３６９ �区
P２０

須恵器
有台坏 １２２ ４８ ７６ 口８ ○ △ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切後

ナデ 淡灰 淡灰 袋文字「大」 TM３２

３７０ �区
SD３０３

須恵器
無台坏 １１２ ３７ ８０ 口２ ○ △ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ

ヘラ切後
ナデ ヘラ
記号

灰 灰 高松 墨書「井」 FJ２

３７１ �区
SD３０３

須恵器
有台坏 １０８ ４９ ４９ 口３ ○ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切後

ナデ 灰 灰 高松 墨書「井」 FJ１

３７２ �区
包含層

須恵器
無台坏 １２０ ４０ ８５ 口９ ○ △ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ 白灰 灰白 墨書「工」

１箇所打欠 TM３１

３７３ �区
SD２４０

須恵器
無台坏 １２０ ３４ ９２ ◎ ◎ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切後

ナデ 灰 灰 高松 墨書「工」 S３

３７４ �区
SD２４０

須恵器
有台坏 １１４ ４５ ７２ 口１ △ ○ ○ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切後

ナデ 灰 淡灰 高松 袋文字「工」 S２７

３７５ �区
SD３０３

須恵器
無台坏 １１２ ３８ ８２ ○ ◎ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ

ヘラ切後
ナデ ヘラ
記号

灰 灰 高松 墨書「文」 S６

３７６ �区
SD２４０

須恵器
無台坏 １２２ ３５ ８４ ○ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切後

ナデ 淡灰 淡灰 末 墨書「文」 S５

３７７ �区
SD３０３

須恵器
盤 １６３ ２０ １３０ ○ ○ ○ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切後

ナデ 灰褐 灰褐 － 墨書「文」 S７

３７８ �区
SD２４０

須恵器
無台坏 １２８ ３５ ８８ ○ ○ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切後

ナデ 淡灰 淡灰 高松 墨書「卅」 S１５

３７９ �区
SD２４０

須恵器
無台坏 １１８ ３４ ８２ ○ ○ △ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切後

ナデ 灰 灰 高松 墨書「卅」 S１２

３８０ �区
SD２４０

須恵器
無台坏 １１８ ３０ ８６ ○ ○ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切後

ナデ 灰 灰 高松 墨書「卅」 S１４

３８１ �区
SD２４０

須恵器
有台坏 １０８ ３７ ７０ 口２ △ △ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切後

ナデ 淡灰 淡灰 墨書「卅」 TM３３

３８２ �区
SD２０１

須恵器
無台坏 １２６ ３１ ９５ 口５ ○ ○ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切後

ナデ 灰 灰 高松 墨書「卅」 OH７

３８３ �区
SD２４０

須恵器
無台坏 １２３ ３９ ８４ 口７ ○ △ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切後

ナデ 淡灰 淡灰 墨書「（不明）」 FJ８

３８４ �区
SD２４０

須恵器
有台坏 １０８ ４０ ７４ 口３ △ △ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切後

ナデ 灰 灰 墨書「津」 FJ９

３８５ �区
SD２４０

須恵器
有台坏 １５３ ６５ １０５ 口７ ○ ○ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切後

ナデ 灰 灰褐 高松 墨書「津」 E１４

３８６ �区
大河跡

須恵器
有台坏 （１５） １２３ △ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデヘラ切後ナデ

ヘラ切後
ナデ 回転
ヘラ切痕

淡灰 淡灰 － 墨書「津」 OH９

３８７ �区
SD２４０

須恵器
蓋 ２７ ３９ １７６ 口６ △ △ ロクロナデ 天井ヘラ

ケズり ロクロナデ ロクロナデ 淡灰 淡灰 高松 墨書「平」 E７

３８８ �区
SD２４０

須恵器
無台坏 １３０ ３２ ９０ 口４ △ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切後

ナデ 灰 灰 高松 墨書「平」 E２

３８９ �区
SD２４０

須恵器
無台坏 １２８ ３５ ９５ 口６ ○ △ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切後

ナデ 灰白 灰白 墨書「平」 TM２１４

３９０ �区
SD２４４

須恵器
無台坏 １１８ ３２ ８２ 口１ △ △ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ナデ 淡灰 淡灰 墨書「平」 TM３７

３９１ �区
SD２４０

須恵器
無台坏 １１８ ３３ ９２ 口１２ ○ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切後

ナデ 淡灰 淡灰 末 墨書「平」灯心油
痕全周 E５

３９２ �区
SD２４０

須恵器
無台坏 ○ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切後

ナデ 淡灰 淡灰 － 墨書「平」 E３

３９３ �区
SD２４０

須恵器
無台坏 １２４ ３２ ８４ 口１１ △ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切後

ナデ 灰 灰 高松 墨書「平」内外面
墨痕 E１

３９４ �区
SD２４４

須恵器
蓋 ４１ ４７ １９２ 口２ ○ ○ ロクロナデ 天井ヘラ

ケズり ロクロナデ ロクロナデ 灰 灰 墨書「五戸」 TM３６

３９５ �区
SD２４４

須恵器
蓋 ４５ ◎ ○ ロクロナデ 天井ヘラ

ケズり ロクロナデ ロクロナデ 暗灰褐 暗灰褐 墨書「五戸」 E６３

３９６ �区
SD２４０

須恵器
無台坏 １１４ ４７ ９１ 口１１ ◎ △ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切後

ナデ 緑灰 青灰 墨書「遊名安ヵ」
１箇所打欠 TM２１８

３９７ �区
SD２４０

須恵器
無台坏 △ △ ○ ロクロナデ ヘラ切後

ナデ 灰 灰 高松 墨書「大刀自」内
面墨痕 E８

３９８ �区
SD２４０

須恵器
無台坏 ９６ ○ △ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切後

ナデ 灰 灰 墨書「□刀女」 FJ１８

３９９ �区
SD３０３

須恵器
無台坏 １１７ ３５ ７８ 口８ ○ ○ ○ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切後

ナデ 灰褐 淡灰 高松 墨書「主□ 秋女」OH１

４００ �区
SD３０３

須恵器
無台坏 １２４ ３６ ８６ ○ ○ ○ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切後

ナデ 灰 灰 高松 墨書「古（右ヵ）人」 S９

４０１ �区
SD２４０

須恵器
無台坏 １１６ ３８ ８４ ○ ○ △ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切後

ナデ 灰 灰 高松 墨書「古（右ヵ）人」 S１０

－６３－



H１５年度畝田・寺中遺跡出土遺物観察表

番号 遺構 器種
法量 遺存

／１２
胎土 調 整 色調

産地 備 考 実測
番号口径 器高 胴径 底径 頸径 砂 骨 礫 赤 口縁外面 胴部外面 口縁内面 胴部内面 底部外面 外面 内面

４０２ �区
SD２０１

須恵器
無台坏 １２８ ３１ １０２ 口３ △ ○ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切後

ナデ 淡褐 淡褐 高松 墨書「荒田」
灯心油痕 OH３

４０３ �区
SD２２０

須恵器
無台坏 ９０ ○ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切後

ナデ 淡灰 淡灰 墨書「徳」 TM３４

４０４ �区
SD２０１

須恵器
無台坏 （２１） ８０ ○ ○ ○ ○ ロクロナデ ヘラ切後

ナデ 灰 灰 高松 墨書「得」 OH１１

４０５ �区
SD２４０

須恵器
有台坏 １０６ ４２ ７６ 口９ △ ○ △ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ

ヘラ切後
ナデ ヘラ
記号

灰 灰 高松 墨書「人」
火ぶくれ S２０

４０６ �区
SD２０１

須恵器
有台坏 １０２ ３６ ７８ 口９ ○ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切後

ナデ 灰 灰 末 墨書「大」 OH１０

４０７ �区
SD２０１

須恵器
無台坏 １３４ ３５ １００ 口１０ △ ◎ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切後

ナデ 灰 灰 高松 墨書「中」
内外面墨痕 OH５

４０８ �区
SD２４０

須恵器
無台坏 １２０ ３６ ９４ 口１１ ◎ ○ ○ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切後

ナデ 淡灰 淡灰 高松 墨書「女」
１箇所打欠 TM４８

４０９ �区
SD２４０

須恵器
無台坏 １２０ ３３ ９４ 口３ △ △ △ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切後

ナデ 淡灰 淡灰 墨書「公」 FJ５

４１０ �区
SD２０１

須恵器
無台坏 １４１ ３５ １０５ 口６ ◎ ◎ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切後

ナデ 灰 灰 南加賀 墨書「束」 OH４

４１１ �区
SD２４０

須恵器
有台坏 １１３ ３４ ８６ 口１０ △ △ △ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切後

ナデ 暗灰 暗灰 墨書「（不明）」
１箇所打欠 FJ１５

４１２ �区
SD２４０

須恵器
無台坏 ８４ ○ △ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切後

ナデ 灰褐 灰褐 墨書「（不明）」 FJ１２

４１３ �区
SD２０１

須恵器
有台坏 （２３） ６５ ○ ロクロナデ ヘラ切後

ナデ 灰 灰 － 墨書「□」 OH１２

４１４ �区
SD２０１

須恵器
有台坏 １４８ ３７ １０９ 口５ ○ ○ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切後

ナデ 灰 灰 南加賀 墨書「□」 OH６

４１５ �区
SD２０１

須恵器
無台坏 （３４） ９０ ○ ○ ○ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切後

ナデ 灰 灰 末 墨書「□」 OH１３

４１６ �区
SD２０１

須恵器
無台坏 １２８ ３６ ８４ 口３ △ △ ナデ ナデ ナデ ナデ ヘラ切後

ナデ 灰白 灰白 口縁部重ね焼き痕
底部外面墨書有 SH３０

４１７ �区
SD２０１

須恵器
無台坏 １１８ ３６ ８５ 口１２ △ ○ ○ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切後

ナデ 灰 灰 高松 墨書「（不明）」 OH８

４１８ �区
SD２４０

須恵器
無台坏 １４３ ３４ １１０ 口１２ △ △ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切後

ナデ 暗灰 暗灰褐 墨書「（不明）」 FJ１６

４１９ �区
SD２４０

須恵器
無台坏 １３０ ３５ ９０ 口７ ○ △ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切後

ナデ 灰白 灰白 側面に漆痕
１箇所打欠 E１９７

４２０ �区
SD２４０

須恵器
蓋 ２７ ２４ １２６ 口１２ △ ○ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ 灰 灰 墨書「（不明）」 TM２１７

４２１ �区
SD２０１

須恵器
蓋 １６０ ３０ ツマミ

３２ 口５ △ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ 灰白 灰白 天井部ヘラ切後ナ
デ墨書「（不明）」 T６９

H１５年度畝田・寺中遺跡出土石製品観察表

番号 遺構 色調
法量（㎜） 重量

（g） 名称 備 考 実測
番号a b c

５８１ �区
SE２０８

淡灰
褐 ６８ ４８ ４１ １６５ 敲石 変質安山岩 SH９

５８２ �区
SK２０８ 白褐 ５０ ４０ ４０ １００ 砥石 流紋岩 HK１１

５８３ �区
SK２１１

淡灰
褐 ９２ ６０ ２７ ２５０ 砥石 砂岩 HK１８

５８４ �区
SK２２６ 暗緑 １４ ８ ８ １ 変質流紋岩 T２１

５８５ �区
SK２２６

淡灰
褐 ７０ ６７ ４０ ３３ 軽石 軽石 T１４

５８６ �区
SD２０１ 褐 ９３ ４５ ２５ １７５ 石錘 はんれい岩 N６１

５８７ �区
SD２０１ 暗灰 ８０ ８６ ３３ ３３０ 磨石 玄武岩 N６４

５８８ �区
SD２０１ 暗灰 ９０ ５９ ３５ ２６０ 砥石 玄武岩 N６３

５８９ �区
SD２０１

淡灰
褐 ８８ ３４ ３３ １５０ 砥石 ひん岩

敲石に転用か N７０

５９０ �区
SD２０１ 褐 １００ １００ ５０ ９２０ 砥石 輝石安山岩 N６７

５９１ �区
SD２０１ 灰褐 ７４ ３８ ２４ １３０ 砥石 砂岩 N６２

５９２ �区
SD２０１ 灰 １９０ ７０ ５１ １０５０ 敲石 凝灰岩

砥石に転用か N６８

５９３ �区
SD２０１

暗灰
褐 １９３ ７４ ４８ １８００ すり石か 凝灰岩 N６９

５９４ �区
SD２０１ 黒褐 ９３ ６２ ４２ ３９０ 敲石 凝灰岩 N６６

５９５ �区
SD２０１ 黒緑 ７５ ４９ ３１ １２０ 石核 蛇紋岩

SD２４４と接合 N７２

５９６ �区
SD２０１ 灰 １３６ ９０ ３０ ５５０ 打製石斧 デイサイト質凝灰

岩 N７３

５９７ �区
SD２０１ 灰褐 ８３ ５８ ２４ ２４０ 磨製石斧 砂岩

敲石に転用か N６５

５９８ �区
SD２０１

暗灰
褐 ８７ ７８ ５０ ５１０ 石錘 凝灰岩 N７１

５９９ �区
SD２０１ 灰褐 ３６ ３５ １６ ２２ 紡錘車 滑石 Q１１０

６００ �区
SD２２２

淡緑
灰 ５９ １７ ２０ ２３ 腕輪か 変質凝灰岩 EE７１

６０１ �区
SD２２２

淡緑
灰 ６７ ５４ ２１ ７４ 不明 変質凝灰岩 EE７２

６０２ �区
SD２２２ 淡灰 ８４ ６３ ５６ ４００ 凹石 砂岩 HK３４

６０３ �区
SD２２２ 灰 １２７ ５９ ３９ ３５５ 敲石 ひん岩 HK３２

６０４ �区
SD２２２ 暗褐 １４５ １３５ ２７ ９００ 台石か デイサイト 片面

のみ火を受けた跡有 HK３５

６０５ �区
SD２２２ 灰 ７６ ６９ ２９ ２８０ 砥石 砂岩 HK３０

６０６ �区
SD２２２

淡橙
褐 ５４ ５２ ２６ ８０ 砥石 流紋岩 HK３１

番号 遺構 色調
法量（㎜） 重量

（g） 名称 備 考 実測
番号a b c

６０７ �区
SD２２２

淡橙
褐 ３４ ４１ １８ ５０ 砥石 流紋岩 HK３３

６０８ �区
SD２２２ 灰緑 ４４ ６０ １３ ４３ 剥片 変質流紋岩 HK４０

６０９ �区
SD２２２

淡緑
白 ３２ ３８ １４ ２３ 石核 変質流紋岩 HK４２

６１０ �区
SD２２２

淡緑
白 ３４ ３７ ３０ ３１ 石核 変質流紋岩 HK４１

６１１ �区
SD２２２ 濃緑 ５５ ６４ ３０ １１５ 石核 変質流紋岩 HK３８

６１２ �区
SD２２２ 灰 ９８ １５２ ６０ ７３０ 砥石 砂岩 HK３６

６１３ �区
SD２２２ 暗灰 １９７ １０３ ２２ ５５５ 打製石斧 変質安山岩 HK２９

６１４ �区
SD２２２ 灰 （１０７） ８０ ４０ ５７０ 打製石斧 変質安山岩 HK３７

６１５ �区
SD２２２ 白灰 ７５ ５７ ５６ ２８０ 石錘 デイサイト HK２８

６１６ �区
SD２２２

淡褐
白 ２０２ １０３ ６３ １９５０ すり石 礫質凝灰岩 HK３９

H１５年度畝田・寺中遺跡出土金属製品観察表

番号 遺構
器種 法量（㎜） 重量

（g） 名称 備 考 実測
番号材質 a b c

９４ �区
SK２２６ 金属 ３２ ３９ ３３ ２０ 鉱滓 T２２

３３４ �区
SD２２２ 金属 ２４６ ２２ ４ ８０ 刀子 EE４９

３３５ �区
SD２２２ 金属 １２６ １２ ２ ２６ 刀子 FM２

３３６ �区
SD２２２ 金属 １２６ １７ ５ １０ 握り鋏 A１

３３７ �区
SD２２２ 金属 ２３５ ２４ ５ １５７ 鏨か EE４８

３３８ �区
SD２２２ 金属（１１７） ６ ４ ９ 釘か 端部尖らせてある FM３

３３９ �区
SD２２２ 金属 ２３２ ７ ６ ３０ 火箸 A３と対か A２

３４０ �区
SD２２２ 金属 ２３２ ７ ６ ２７ 火箸 A２と対か A３

H１５年度畝田・寺中遺跡出土品観察表

番号 遺構
器種 法量（㎜） 重量

（g） 名称 備 考 実測
番号材質 a b c

４９ �区
SE２０６ 角 長１３８ 幅

１０
厚
５ １０ ヤス かえし１箇所 FM５

３４１ �区
SD２２２ 角 ４３８ ３４ ３３ 日本鹿の角 A１１

－６４－



H１５年度畝田・寺中遺跡出土木製品観察表

番号 遺構 製品
法量（㎜）

名称 備 考 実測
番号a b c

４２２ �区
SE２０３ 板材 口３０４ 底３２７ 高３６７ 桶

井戸を支える材①～
⑥ 厚 さ４２㎜ F６９は
底板か

F６８

４２３ �区
SE２０３ 板材 ２５４ ２３７ １０ 桶底板 井戸を支える材⑪～

⑬ F６８の底板か F６９

４２４ �区
SE２０３ 板材 （７２６） １４０ １９ 板状

井戸を支える材⑭
両端に井戸枠を支え
る他の材が乗ってい
た痕跡あり

EE１１０

４２５ �区
SE２０３ 板材 （７７０） １２４ ２０ 板状

井戸を支える材⑮
両端に井戸枠を支え
る他の材が乗ってい
た痕跡あり

EE１０９

４２６ �区
SE２０３ 板材 （９８０） １４６ １４ 板状 井戸枠を支える材⑲ EE１１１

４２７ �区
SE２０３ 板材 （９３０） ２０１ １９ 板状 井戸を支える材⑰

穴９カ所有 EE１０８

４２８ �区
SE２０３ 板材 底７１８

高
（１７９）
厚５９

井戸枠

桶転用 内面に底板
を支えたと思われる
穴が６カ所有
穴 a：縦１９横３３奥行２１
穴 b：縦１７横２７奥行１７

EE１１２

４２９ �区
SE２０３ 板材 ６４３ ２７５ １８ 桶底板か 井戸を支える材⑱ HK７３

４３０ �区
SE２０３ 板材 （２５０） ６７ ２３ 板状 井戸枠を支える材⑨ SH６４

４３１ �区
SE２０３ 板材 （２４８） ５９ １７ 板状 井戸枠を支える材⑩ SH６５

４３２ �区
SE２０３ 棒材 （３１９） ９ ８ 棒状 SH６７

４３３ �区
SE２０３ 棒材 （６６） ７ ５ 棒状 SH６６

４３４ �区
SE２０３ 棒材 （１１７４） ７５ ３９ 棒状 井戸枠を支える材� T１１４

４３５ �区
SE２０３ 棒材 （１３７６） ８１ ７１ 棒状 井戸枠を支える材⑳ T１１５

４３６ �区
SE２０３ 棒材 （９０３） ５８ ３２ 棒状 井戸枠を支える材⑧ HK７５

４３７ �区
SE２０３ 棒材 （７７６） ８５ 棒状 井戸枠を支える材⑦ SH９７

４３８ �区
SE２０３ 棒材 （１６２０） ７５ ７０ 棒状 井戸枠を支える材� HK７４

４３９ �区
SE２０４ 柱材 （７１５） ２６３ ２７２ 柱根か HK７２

４４０ �区
SE２０６ 棒材 （４５３） ２４ １２ 棒状 両端加工有 T１０２

４４１ �区
SE２０６ 板材 ９１ （２４） （１６） 棒状 端部加工か SH９８

４４２ �区
SE２０６ 板材 （１０１） ２３ ９ 板状 T１１２

４４３ �区
SE２０６ 板材 （１５１） ６６ ７ 板状 T１１０

４４４ �区
SE２０６ 板材 （１２５） ５９ ９ 板状 農具か EE１２６

４４５ �区
SE２０６ 板材 （１０３） ３１ ７ 板状 T１１３

４４６ �区
SE２０６ 板材 （１７４） ２０ ７ 板状 端部加工 T１０８

４４７ �区
SE２０６ 板材 （１１４） ２７ ８ 板状 穴２カ所有 T１１１

４４８ �区
SE２０６ 板材 （６２３） ７９ ２２ 板状 T１０９

４４９ �区
SE２０６ 板材 （６１０） １２５ ２９ 板状

井戸枠① 中央に穴
１カ所有る他、留穴
１カ所有、その中に
留木・桜皮残存

T１０７

４５０ �区
SE２０６ 板材 （１２１１） ２７３ ３１ 井戸枠

井戸枠② 留穴１１カ
所中留木３カ所、桜
皮３カ所残存

T１００

４５１ �区
SE２０６ 板材 （１１４９） ２７４ ３４ 井戸枠

井戸枠③ 留穴７カ
所中留木５カ所、桜
皮２カ所残存

T１０１

４５２ �区
SE２０６ 板材 （１０５７） ２７５ ２８ 井戸枠 井戸枠⑤ 留穴４カ

所中留木４カ所残存 T１０３

４５３ �区
SE２０６ 板材 （１０６９） ２８０ ２７ 井戸枠 井戸枠④ 留穴５カ

所中留木２カ所残存 T１０４

４５４ �区
SE２０６ 板材 （９９１） １２８ ２８ 井戸枠 井戸枠⑦ T１０５

４５５ �区
SE２０６ 板材 （１０１７） １１４ ２７ 井戸枠 井戸枠⑨ T１０６

４５６ �区
SE２０６ 板材 （６６０） ９９ １９ 板状 下井戸枠 F６２

４５７ �区
SE２０６ 板材 （６１８） １９７ ３６ 板状 下井戸枠

穴１カ所有 F６１

４５８ �区
SE２０６ 板材 （６４５） １８２ ３１ 板状

下井戸枠
穴２カ所有るが、
１カ所は節穴か

F６３

４５９ �区
SE２０６ 板材 （６０２） １９６ ４１ 井戸枠 下井戸枠 F６６

４６０ �区
SE２０６ 板材 （５１６） １５３ ２０ 井戸枠 下井戸枠 底 F６７

４６１ �区
SE２０６ 板材 （８１７） ４４７ ２９ 井戸枠 下井戸枠 F６０

４６２ �区
SE２０６ 板材 （８０４） ８６ ２１ 井戸枠 下井戸枠 F６５

４６３ �区
SE２０６ 板材 （８５９） ７２ ２３ 井戸枠 下井戸枠 F６４

４６４ �区
SE２０１ 棒材 （４５８） １８ １４ 棒状 端部尖らせてある。 SH６３

番号 遺構 製品
法量（㎜）

名称 備 考 実測
番号a b c

４６５ �区
SE２０１ 棒材 （１４０） １０ ７ 棒状 端部尖らせてある

焦げ跡有 SH６８

４６６ �区
SE２０８ 板材 （３２７） ２３ １０ 板状 HK８４

４６７ �区
SE２０８ 板材 （２３９） ２２ １０ 板状 H８４と同じものか HK８５

４６８ �区
SE２０８ 板材 ４７１ ２６ １２ 板状 HK８１

４６９ �区
SE２０８ 板材 （６７０） １８０ ２５ 井戸枠の

一部か F７５

４７０ �区
SE２０８ 板材 （７６） （５７） １４ 板状 容器の一部か HK８３

４７１ �区
SE２０８ 棒材 （５１２） ７１ ３６ 部材 端部から中央に焦げ

有 HK８０

４７２ �区
SE２０８ 板材 （１７０） ２３ １７ 棒状 HK８２

４７３ �区
SE２０８ 棒材 （１０５） １４ ６ 棒状 EE１２９と同じものか EE１２８

４７４ �区
SE２０８ 棒材 （１９１） １７ １１ 棒状 EE１３０

４７５ �区
SE２０８ 棒材 （１２７） １２ ８ 棒状 EE１２８と同じものか EE１２９

４７６ �区
SK２０４ １６０ １２８ １２ 舟形 EE１３８

４７７ �区
SD２０１ ７８ ２７ ２０ 舟形か EE１２４

４７８ �区
SD２０１ （２５５） ４３ ２７ 舟形か HK７９

４７９ �区
SD２０１ 板材 １６４ ２３ ６ 卒塔婆 両端部加工

墨書「□」 EE１３１

４８０ �区
SD２０１ 板材 １７４ １４ ３ 板状 両端部加工 EE１３５

４８１ �区
SD２０１ 板材 （７１） ２５ ３ 板状 孔径６㎜ EE１３６

４８２ �区
SD２０１ 棒材 （１９０） ６ ３ 箸か SH５５

４８３ �区
SD２０１ 棒材 ４１４ １８ １３ 箸か 端部尖らせてある SH６１

４８４ �区
SD２０１ 板材 １４１ １３８ ３ 曲物蓋

か底板 木釘穴４箇所残存 EE１３３

４８５ �区
SD２０１ 板材 １８４ １７０ ９ 曲物蓋

か底板 木釘穴３箇所残存 EE１３７

４８６ �区
SD２０１ 板材 ２４０ ７０ ９ 桶等の蓋 直径２８６㎜ EE１２７

４８７ �区
SD２０１ 板材 ２７０ ２５ ７ 板状 EE１１９

４８８ �区
SD２０１ 板材 ２７１ ４２ ５ 板状 T１３１

４８９ �区
SD２０１ 板材 （１８５） ２８ ５ 板状 SH５６

４９０ �区
SD２０１ 板材 （４７６） ２７ ６ 板状 SH５２

４９１ �区
SD２０１ 棒材 （４４５） ２３ １７ 棒状 SH５３

４９２ �区
SD２０１ 棒材 （３２５） ２００ １３ 棒状 SH５７

４９３ �区
SD２０１ 棒材 （３６８） ３５ ２３ 棒状 端部に直径４㎜穴１

カ所有 SH５８

４９４ �区
SD２０１ 棒材 （１１３） ８ ９ 棒状

端部加工痕、端部中
央に直径３㎜穴１カ
所有

SH５４

４９５ �区
SD２０１ 板材 （８１） １３ ３ 不明 長径４㎜、短径２㎜

の穴１カ所有 SH６２

４９６ �区
SD２０１ 板材 （８３） ３７ ８ 板状 穴１カ所有 EE１２３

４９７ �区
SD２０１ （１８８） １２２ ９３ 杭か 端部を尖らせてある SH１０２

４９８ �区
SD２０１ 棒材 ９４ ２７ １９ 不明 両端部加工有 T１２０

４９９ �区
SD２０１ 板材 （１７２） ４５ ３７ 棒状 SH１１０

５００ �区
SD２０１ 板材 （１４１） ５５ ５２ 杭 端部を尖らせてある EE１２５

５０１ �区
SD２０１ 棒材 （７０１） ４５ 不明 端部・体部に加工痕

あり SH５１

５０２ �区
SD２０１ 棒材 （３９４） ６３ ５０ 杭 端部を尖らせてある SH１０８

５０３ �区
SD２０１ 棒材 （３１６） ７１ ６７ 杭 端部を尖らせてある T１３２

５０４ �区
SD２０２ 板材 （９０） ８４ １５ 板状 HK６０

５０５ �区
SD２２２ 皿 口２２０ 底１９６ 高１６ 木皿 EE１３９

５０６ �区
SD２２２ 椀 口１６０ 底７４ 高４５㎜ 漆器椀 内外面黒漆 T１２２

５０７ �区
SD２２２ 杯 口９３ 杯 内外面黒漆 F７４

５０８ �区
SD２２２ 皿 口１４４ 底８０ 高４４㎜ 漆器皿 内外面黒漆に赤漆で

模様 F７６

５０９ �区
SD２２２ 板材 （１６５） １６ ６ 曲物か ２枚重なっている SH８８

５１０ �区
SD２２２ 板材 ６３ １６８ ７ 箱か 釘穴６カ所有

うち１カ所木釘残存 HK４５

５１１ �区
SD２２２ 棒材 （２３７） ７ ５ 箸か 焦げ跡有 HK７０

５１２ �区
SD２２２ 棒材 ２３８ ６ ５ 箸 SH８１

５１３ �区
SD２２２ 板材 （２１１） ８ ６ 箸か HK７１

－６５－



H１５年度畝田・寺中遺跡出土木製品観察表

番号 遺構 製品
法量（㎜）

名称 備 考 実測
番号a b c

５１４ �区
SD２２２ 棒材 （１４９） ５ ５ 箸 SH７７

５１５ �区
SD２２２ 棒材 （１６３） ６ ５ 箸 SH７４

５１６ �区
SD２２２ 棒材 （１３５） ５ ４ 箸 SH８９

５１７ �区
SD２２２ 棒材 （１０９） ６ ５ 箸 SH７５

５１８ �区
SD２２２ 棒材 （１０５） ５ ３ 箸 HK４７

５１９ �区
SD２２２ 棒材 （９０） ４ ３ 箸 HK４８

５２０ �区
SD２２２ 棒材 （１０８） ５ ３ 箸 SH７６

５２１ �区
SD２２２ 板材 径３３０ ７ 桶の底

板か蓋 HK７６

５２２ �区
SD２２２ 板材 １４５ （２９） ４ 桶の底

板か蓋 HK６６

５２３ �区
SD２２２ 板材 ２４６ ２３ ５ 不明 加工痕有 SH１００

５２４ �区
SD２２２ 下駄 ２３６ （５５） ３５ 下駄（右

足用）
鼻緒の穴径１１㎜で２
カ所残存 蓮歯下駄 HK７７

５２５ �区
SD２２２ 傘 ５２ ４６ 傘 孔径２２㎜ 黒漆 EE１４０

５２６ �区
SD２２２ 板材 １１６ ２２ ８ 刀子の柄

穴１０カ所中、４カ所
が貫通しうち１カ所
に木釘残存 刀子の
茎部分跡（長６０㎜幅
９㎜）が内面に残る

EE１１５

５２７ �区
SD２２２ （１１７） ２４ １３ 舟形か 穴２カ所有 F７１

５２８ �区
SD２２２ 板材 ２００ ２４ ６ 板状 端部に加工あり F７０

５２９ �区
SD２２２ 板材 １９１ １７ ８ 棒状 両端部加工有 EE１１４

５３０ �区
SD２２２ 板材 １５１ ２６ ５ 不明 両側面に切込有

穴１カ所有 SH９４

５３１ �区
SD２２２ 板材 （２２５） １８ ５ 板状 端部尖らせてある SH８０

５３２ �区
SD２２２ 板材 （１８８） １１ ４ 木札か 端部尖らせてある EE１３２

５３３ �区
SD２２２ 棒材 （２１２） １７ ５．５ 板状 端部を細く加工 EE１２２

５３４ �区
SD２２２ 板材 （２０５） １７ ５ 不明 端部を尖らせてある

刀子形か？ SH９３

５３５ �区
SD２２２ 板材 （１５２） １１ ２ 不明 SH７３

５３６ �区
SD２２２ 板材 （１４８） ２３ ６ 板状 端部を尖らせてある SH１０３

５３７ �区
SD２２２ 板材 （１４８） １１ ４ 木札か 端部を尖らせてある EE１３４

５３８ �区
SD２２２ 板材 （１４７） ２５ １０ 板状 端部を尖らせてある HK５３

５３９ �区
SD２２２ 棒材 （１３５） ２０ ７ 棒状 HK６３

５４０ �区
SD２２２ 板材 （１０７） ２０ ８ 板状 HK６８

５４１ �区
SD２２２ 板材 １３４ ２５ ４ 板状 両端部加工痕 SH７９

５４２ �区
SD２２２ 板材 １２１ ９ ４ 板状 両端部を細く加工 F７２

５４３ �区
SD２２２ 棒材 （３３９） ３５ ８．０ 板状 SH１０５

５４４ �区
SD２２２ 板材 （３６４） ２１ ４ 板状 一部焦げ有 SH１０６

５４５ �区
SD２２２ 板材 （８７） ２５ ４ 板状 F７３

５４６ �区
SD２２２ 板材 （１３６） ３０ ６ 板状 SH９１

５４７ �区
SD２２２ 板材 （５１６） ３５ ８ 板状 板８ T１１６

５４８ �区
SD２２２ 板材 （２５２） １４ ３ 板状 HK５０

５４９ �区
SD２２２ 板材 （２２３） １７ ５ 板状 HK５１

５５０ �区
SD２２２ 板材 ２０７ １８ ６ 板状 HK５６

５５１ �区
SD２２２ 板材 ２０７ ２６ ５ 板状 HK４９

５５２ �区
SD２２２ 板材 （７９） ３９ ７ 桶側板 HK５９

５５３ �区
SD２２２ 板材 （５６） ３０ ９ 板状 EE１１８

５５４ �区
SD２２２ 板材 （８９） ２１ ６ 板状 端部加工痕 SH７２

５５５ �区
SD２２２ 板材 （７８） １４ ２ 板状 HK５４

５５６ �区
SD２２２ 板材 （１０６） １９ ５ 板状 SH８５

５５７ �区
SD２２２ 板材 ３４７ （５７） ３ 折敷か 釘穴４カ所有 HK４６

５５８ �区
SD２２２ 板材 ４８０ ５０ １０ 板状 釘穴３カ所有 うち

１カ所に木釘残存 SH６９

５５９ �区
SD２２２ 板材 ２２８ ２３ ８ 板状

端部を逆部位事情に
カット 釘穴５カ所
有 内１カ所に木釘
残存

SH７０

番号 遺構 製品
法量（㎜）

名称 備 考 実測
番号a b c

５６０ �区
SD２２２ 板材 ４４９ ３９ ５ 板状 釘穴２カ所有

NO．１３６ SH８３

５６１ �区
SD２２２ 板材 ２５８ ６３ ５ 板状 穴１カ所有 EE１１３

５６２ �区
SD２２２ 板材 （２２５） ５２ ６ 板状 T１２６

５６３ �区
SD２２２ 板材 １６０ １７ ３ 板状 HK５７

５６４ �区
SD２２２ 板材 （３３） １４３ ４ 板状 釘穴１カ所有 SH８７

５６５ �区
SD２２２ 板材 ８３ ４２ ４．５ 曲物の底

板か蓋 穴２カ所有 T１２１

５６６ �区
SD２２２ 板材 （１２１） ２６ ５ 板状 釘穴２カ所有 SH７８

５６７ �区
SD２２２ 板材 ２０６ ２３ ６ 板状 HK５８

５６８ �区
SD２２２ 板材 ３２３ ５２ ７ 板状 両面に焦げ跡有 SH９０

５６９ �区
SD２２２ 板材 （３２８） １６ ８ 板状 HK６９

５７０ �区
SD２２２ 板材 （２８０） ２８ １１ 板状 端部加工有 T１２８

５７１ �区
SD２２２ 棒材 ２０７ １８ １１ 棒状 加工痕有 HK５５

５７２ �区
SD２２２ 棒材 ２００ １０ １０ 棒状 SH１０７

５７３ �区
SD２２２ 棒材 （２３２） ５０ ４２ 不明 端部を尖らせてある

穴１カ所有 SH７１

５７４ �区
SD２２２ 棒材 （９８） １８ １０ 板状 端部を尖らせてある

穴１カ所有 HK６７

５７５ �区
SD２２２ 棒材 ２５８ ２６ １７ 棒状 HK６４

５７６ �区
SD２２２ 棒材 （２８５） ２４ ２６ 杭 端部を尖らせてある SH１０４

５７７ �区
SD２２２ 棒材 （２３４） ２２ ２０ 棒状 端部を尖らせてある T１２７

５７８ �区
SD２２２ 棒材 （１８６） １５ ８ 棒状 端部を尖らせてある HK５２

５７９ �区
SD２２２ 棒材 （１７２） １１ ９ 棒状 端部を細く加工 EE１１７

５８０ �区
SD２２２ 板材 （１８２） ３４ １０ 板状 加工有 EE１２１

－６６－
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３区遠景（南西から） ３区遠景（南から）

３区 SD２２２（南から） ３区 SA５１２（手前から P２１１－P２１２a-SK２２３）

３区 ST２０１ ３区 SE２０１

３区 SE２０２ ３区 SE２０３遠景（北から）
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３区 SE２０３ ３区 SE２０３

３区 SE２０３ ３区 SE２０５

３区 SE２０８ ３区 SK２０６

３区 SK２０８ ３区 SK２０８出土土器
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３区 SK２１１ ３区 P２０２

３区 SX２１１ ３区 SD２０１南壁

３区 SD２２２北壁 ３区 SD２２２貝層

SD２０１出土墨書土器袋文字「人」 SD２０１出土墨書土器「中」
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SD２０１出土墨書土器「工」 SD２０１出土墨書土器「□」

SD２０１出土須恵器 SD２０１出土木製品

SD２０１出土木製品 SD２０１出土木製品

SD２０１出土木製品 SD２２２出土木製品
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SD２２２出土木製品 SD２２２出土木製品

SD２２２出土柄付刀子 SD２２２出土刀子

SD２２２出土握り鋏 SD２２２出土火箸

SD２２２出土鹿角 SD２２２出土石製品
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１ １１ １２

１８ ２０ ２２

３１ ３３ ３５

３６ ３８ ４５

４９ ５０ ６１
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６２ ６３ ６９

７９ ８０ ８１

８５ １３８～１４０他、未掲載遺物 １４１～１４５他、未掲載遺物

１４７ １４９ １５７

１５９ １６０ １６８



写
真
図
版
８

１７９ １８２ １８３

１９０ １９１ １９２

２００ ２０２ 第２０図 SD２０１出土土錘

２４５ ２４８ ２４９

２５７ 第２２図 SD２２２出土土師器皿 ２８４
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第２２・２３図
SD２２２出土白磁 ３００ ３０６

３３４ ３３５ ３３６

３３７ ３３９・３４０ ３４１

４２２ ４７８ ４７９

４８０・４８１ ４８５ ５０５
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５３２ ５３７ ５８５

５８９ ５９５ ５９６

５９８ ５９９ ６００

６０１ ６０２ ６０４

６０９～６１１ ６１３ ６１６
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